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ノーモアヒロシマ

ノーモアミナマタ

ノーモアナガサキ

ノーモアヒロシマ

うらんでいるわけじゃない。

ふくしゅうしたいわけじゃない。

おなじあやまちを、二度と繰り返してほしくないだけ。

1



目次

反戦か

反戦

反戦

反戦

戦争は絶対にしないほうがいい。

でも、反戦と言いながら

何かと闘っている。

なんで、闘うのだろう。
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甘え

甘えてる 甘えてる

根性がない 根性がない

皆が言う

皆が言われる

でも本当は、

ちょっとだけ、やさしくしてほしいだけ、

ちょっとだけわかってほしい、だけなのに。
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ひとりぼっち

ぼくは、ひとりぼっち。

なたも、ひとりぼっち？

でもだいじょうぶ。

ぼくには、ぼくという友達がいる。

あなたには、あなたという友達がいる。

だから、だいじょうぶ。
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かっこいい

かっこいい

かっこいい

かっこいい人はたくさんいる。

でも、一番かっこいいのは、

やさしい人。
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精神病のうた

精神病

精神病

精神病と言っては、差別する。

障害者と言っては、差別する。

在日と言っては、差別する。

部落出身と言っては、差別する。

どうして、差別なんてするんだろう。
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ダニエル

夢を乗せて、飛行機が飛び立つ。

いろんな夢を乗せて。

飛行機がやってくる。

壊れた夢を乗せて。
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ふるさと

都会に出た人は、

ふるさとを思う。

夢破れ、

ふるさとに帰ったとき、

そこは、ふるさとではなくなる。
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生きる

生きる

生きる

生きる

とにかく、生きる。

何としてでも、生きる。
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共鳴

私の心の悲鳴と、

なたの心の悲鳴が、

共鳴している。

悲しいけれど、

美しい。
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Sさんのうた

Sさん、ごめんね。

何もしてあげられなかったね。

また、大滝さんの話したかったね。

今では、大滝さんのそばで、大滝さんの歌、聴いているのかな？

Sさんの、優しい笑顔、今でも思い出すよ。

大滝さんの音楽聴くたびにね。

なた、いつか会えるよね。

おやすみ。
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Hさんのうた

いつも笑顔の Hさん。

周りの人まで、笑顔で幸せにする Hさん。

ずっと、笑顔で、幸せでいてね。

Hさんと出会えただけで、僕は幸せです。

おやすみ。
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一里塚

どうやら、

間違った道を、歩いてきたようだ。

戻れるだろうか？

あの日の、

江戸川橋へ。
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西船橋

何故あの日、西船橋へ行かなかったのか？

何故、終点まで、乗って行かなかったのか？

何故、途中で乗り換え、仕事に行ったのか？

いつか、

絶対に行く！

西船橋へ。
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人生

間違いばかり、繰り返してきた。

までも、間違いばかり繰り返している。

これからも、

間違いを、繰り返し続けるのだろう。
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うそ

嘘つきだといわれた。

何度も言われた。

確かに、

俺は、嘘ばかりついてきたのだろう。

自分自身に対してさえも。
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止まった時間

私の時間は、

あの日の、江戸川橋の上で、とまったままだ。

今もなお。
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ライター

コンビにで、ライターをもらった。

タバコを一個買って、

ライターも買おうとしたら、

コンビにのお姉さんが、ライターをサービスしてくれた。

たった、一個買っただけなのに、

「いつも買ってくださるから」

といって、ライターをくれた。

ありがとう、

コンビニのお姉さん。

18
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今宵、あなたと、月光浴

あなたは、いま、どこにいるのでしょうか。

こんな夜には、

あなたと二人で、お月様の光を浴びたいものです。

素敵なあなたと。

今どこで何をしているかわからない、あなたと。

今夜は、雨なのですが。

それでも、こんな夜には、

あなたと二人で、お月様の光を浴びたいものです。

雲の上には、お月様がいらっしゃるのですから。

あなたにあえて、本当によかった。
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目次

あの時

あの時、君は何を言いたかったのか？

あの時、ぼくは、何と言ってほしかったのか？

無言のまま、時は過ぎ去った。

二十年以上も。
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目次

西荻

あなたは、あの日、

西荻の改札口で、待っていたのでしょうか？

私のことを。

あの日、私は、友達と飲みに行ったので、

西荻の、改札口に行くのが遅れたのです。

あなたは、

待っていてくれたのでしょうか？

私が来るのを。

今からでは、遅すぎるでしょうか？
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目次

Ｆさん

Ｆさん、お元気ですか？

あれから、何年たったのでしょうか？

もっと、違った場所で出会っていれば。

もっと、早く出会っていれば。

悔やまれます。

食事に誘ってくれて、ありがとう。

もっと、違ったときに出会っていれば・・・

いつまでも、お元気で。
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目次

仙人

あなたは、画家だったのですね。

それで、フランスに留学されたのでしょうか？

フランスで、何かあったのでしょうか？

素敵な、ロマンスがあったのでしょうか？

また、素晴らしい絵を、描いてください。

いつまでも、お元気で！
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目次

大桜

やはり、

あの時、あなたを誘うべきだったのでしょうか？

あなたは、大桜を見に行く、と言っていましたね。

私も、本当は、一緒に行きたかったのです。

本当は。

でも、誘えなかった。

今では、後悔しています。

あの時、あなたを誘えばよかった。
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目次

Ｍちゃん

幸せに暮らしているのですね。

声を聴いて解ったよ。

声は、正直だからね。

本当にうれしいよ。

幸せに暮らしているのですね。

これからも、

ずっと幸せでありますように。
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目次

胸突坂

あの日あなたと出会いました。

胸突坂で。

私は下り、あなたは、登り。

あの日、出会うべきではなかったのでしょう。

心が軋んでいます。

音を立てて、軋んでいます。

あなたには、聞こえるでしょうか。
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目次

クリフト展

君が誘ってくれた、

クリフト展。

寒い雨の日だった。

クリフト展。

君が誘ってくれた、

クリフト展。
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目次

許してください

私には、あなたにしてあげられることが、

たくさんあったのでしょう。

でも私には、勇気が無かったのです。

今でも後悔しています。

あなたの父君にも、一度でいいから、お会いしたかったのです。

それも叶わぬ夢となりました。

どうか、こんな私を許してください。

いつの日か、あなたと会えますように。

28



目次

４ストロークなあなた

ＧＰＺに乗っていたあなた。

ヘルメットからのびた髪を、

風になびかせていた、あなた。

あなたは、どこへ行ったのでしょうね？

きっと今も、走り続けているのでしょう。
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目次

佇む少女

少女が、佇んでいた。

美しい少女が。

あなたは、何故、そこに佇んでいたのですか？

こんな、のどかな春の日に。

何故、そこに佇んでいたのですか？

そんなにも、美しいあなたが、

何故？
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目次

あなたは、なぜ。（ 自ら命を絶った女子高生に捧ぐ ）

あなたは何故、

自ら、命を絶ったのでしょうか。

若い命を。

苦しかったのでしょう。

無念だったでしょう。

どうか、

安らかにお眠り下さい。
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目次

命のデフレーション（ 自ら命を絶った女子高生に捧ぐ ）

あなたの命は、１１万円だったのですか？

あなたには、１１万円の価値しかなかったのですか？

そんなはずはありませんよね。

あなたの命の価値は無限大です。

さあ、

勇気を出して言ってください。

本当のことを。

私はあなたの味方です。
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目次

レクイエム（ 自ら命を絶った人たちに捧ぐ ）

無念でしょう。

心残りが多いことでしょう。

あなた達のことは、忘れません。

心ある人たちの、

記憶の中で、生き続けることでしょう。

あなた達は、確かに生きた。

そして、負けたわけではない。

あなた達は、勝ったのです。

安らかに、お眠り下さい。
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目次

雨は涙色　スイサイド・レイン　（ 自ら命を絶った男子高校
生に捧ぐ ）

また、一つの尊い命が散った。

何故彼は、自ら死を選ばなければならなかったのか？

彼に何があったのか？

彼が見た、最後の景色は何だったのか？

彼の、最後の言葉は何だったのか？

彼は、最後に何を想ったのか？

彼は、星になることを選んだのでしょうか？

涙色の雨が降っている。

夜空を見上げるたびに、思い出すでしょう。

どうか、安らかにお眠り下さい。

34



目次

Solitude　孤独な闘い　（ 自ら命を絶った女子高校生に捧ぐ
）

あなたには、これから、楽しいことがたくさんあったはず。

恋愛、結婚、出産、夢の実現。

幸せな人生が待っていたはず。

何故、あなたは、自ら命を絶たねばならなかったのか？

何があなたを追い詰めたのか？

大勢を相手に、一人で闘い続けたあなた。

せめて、あなたのために、祈りを捧げさせてください。
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目次

いじめ

いじめは、なぜ、なくならないのか？

なぜ、誰かをいじめるのか？

いじめは、楽しいのか？

ストレス解消なのか？

面白半分なのか？

わからない。

そんな人たちが、大勢いるのか？

なぜなのだろう？
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目次

スイサイド・パラダイス　　ハライソ（ 自ら命を絶った子供
たちに捧ぐ ）

小学生、中学生、高校生が、

自ら命を絶たねばならぬ世の中とは、

いったい、どうなっているのだろう？

これで、人々は幸せになれるのだろうか？

子供の世界は、

大人の世界の、写し鏡だろう。

学校も、職場も、世の中も、

どうなってしまったのか？

彼らのために、ただ、祈ることしかできない。
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目次

三十六計逃げるにしかず。

いじめらたら、逃げればいい。

逃げることは、恥じゃない。

三十六計逃げるにしかず。

学校に行かなくていい。

お父さん、お母さんに話そう。

家族に話そう。

周りの大人に話そう。

大騒ぎして、問題を大きくしよう。

だから、死なないで。

苦しくても、生きていこう。

あなたのことを、大切に想っている人が、たくさんいるのです。
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目次

人間

人間は、人間であって、

それ以上でも、以下でもない。

神様仏様でもなければ、

鬼や悪魔でもない。

人間は、みんな同じ人間。

違っているのは、個性である。

その個性の違いを、認め合うことが出来るかどうかが、大切である。
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目次

鈍牛のように歩む。

鈍牛のように歩む。

お釈迦様が説かれたように、

象のようには歩めないかもしれない。

犀のようには歩めないかもしれない。

だから、鈍牛のように歩む。

一歩一歩、ゆっくり歩む。

後退はせず、

一歩一歩、ゆっくり歩む。

鈍牛のように歩む。
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目次

恥をかこう。

恥をかこう。

生きるために。

恥をかこう。

楽になるから。

生きることは、恥ずかしいことかもしれない。

生きるために、

恥をかこう。

恥をかくと、

楽になるから。
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目次

しょうがいしゃ

しょうがいしゃ、って何だろう？

何故、人間をカテゴライズするのだろう？

神様は、人間をカテゴライズしたのだろうか？

人間は、人間であって、

それ以上でも、以下でもない。

みんな同じ。

ただ、個性があるだけ。

それを、しょうがいしゃ、ってカテゴライズするって、いったい何なんだろう？

神様ですら、人間をカテゴライズしていないのに、

何故、人間は、人間をカテゴライズするのだろうか？

それは、意義のあることなのだろうか？

そしてそれは、許されることなのだろうか？
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目次

世間体（ 実体のない魔物 ）

日本には、世間体という名の魔物が棲んでいる。

実体のない魔物が。

どれだけ多くの人が苦しめられているだろうか？

どれだけ多くの人が命を落としただろうか？

世間体という名の、実体のない魔物。

それは、私たちの心の中に潜んでいるのかもしれない。

世間体という名の、実体のない魔物が。
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目次

天使の旅路

天使が歩いていた。

雨の中を、傘もささずに。

歩いていた。

小さな天使が、歩いていた。

雨の中を、傘もささずに。

多分、天使の家に帰るのだろう。
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目次

自分からは逃げられない。

逃げるのはいい。

他人から逃げる、

嫌なことから逃げる、

何からでも、逃げることは出来る。

だが、自分自身からは、逃げることは出来ない。

どこへ逃げても、

私は私、

あなたは、あなた。

自分自身からは、逃げることが出来ない。

自分自身からは・・・。
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目次

３０年のタイムラグ（ 合気道なあなた ）

袴姿が素敵なあなた。

涼しげな眼差し、

色白で、美しく凛々しい面立ち。

時々、８号館ですれ違っていましたね。

最後にあなたを見かけたのは、何時のことでしょうか？

バスの窓から、偶然見かけたあなた。

黒のレザージャケットを着たあなたは、

友達と、楽しそうに歩いていましたね。

今でも袴を履くのですか？
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目次

作業着の天使（ ミモザ ）

いつも笑顔で、優しいあなた。

涼しげな眼差し、

色白で端正な面立ち。

やらかしたら、助けてくれる。

落ち込んだら、励ましてくれる。

頑張ったら、「かっこいい！」と言ってくれる。

作業着を着たあなた。

どんな人よりも美しく、

どんなドレスよりも、輝いている。

何を着ていても、素敵な人は素敵だと教えてくれたあなた。

作業着の似合うあなた。
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目次

ペルソナ　ー　善良な市民　（ という仮面を被った人々 ）

善良な市民。

日本には、たくさんいる。

平和な社会、豊かな社会。

そして、いじめ、差別、自殺。

善良な市民という人々が、いじめや、差別をするのだから、

いじめや、差別は、いつまでも続く。

そして、自ら命を絶つ人達も、後を絶たない。

善良な市民・・・

本当に、それでよいのだろうか？

私は、善良な市民なのであろうか？

そして、あなたは、善良な市民なのですか？
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目次

管理社会・監視社会

現代日本は管理社会である。

そして、監視社会でもある。

国家が管理しているわけじゃない。

国家が監視しているわけじゃない。

国民同士が互いに監視している。

そして、互いに、管理している。

そこに、信頼関係などあるのであろうか？

まるで、旧共産圏の秘密警察ではないか。

そんな世の中で、一体誰が幸せになれるのだろうか？

幸せになれる人などいない。
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目次

女神の手

素敵な笑顔ではたらくあなた。

ふと気づくと、

その手は、あかぎれで、痛々しかった。

思わず、

「手が痛くないですか？」

と、言ってしまった。

「大丈夫ですよ。」

と、素敵な笑顔で答えたあなた。

とても素敵な笑顔で、はたらくあなた。

とても素敵な手で、はたらくあなた。

50



目次

海へ行く

寂しいときは、海へ行く。

悲しいときも、海へ行く。

海は、いつも、優しく受け入れてくれる。

缶コーヒーを飲みながら、

煙草をふかす。
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目次

死のダイブ　（ 来世であいましょう。）

怖かったでしょう。

苦しかったでしょう。

私も、中学時代・・・。

あなたが最後に見た景色は、

どんな景色だったのですか？

来世では、幸せになってください。

あなたは、確かに、生きた。

来世でお会いしましょう。
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目次

城之崎

カメムシの大群。

胃腸炎で、仲間は全滅。

仲間の一人は、フェリーの中で死にかけた。

私は、高知で死にかけた。
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目次

吉野川

川を下る。

ゆっくりと進む船。

エンジンの音は、馬鹿でかいが、

船は、なかなか進まなかった。

仲間の一人は、ポンチョを着て、

夕日のガンマンの様だった。
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目次

大阪

遙か昔の記憶。

道頓堀。

きつねうどん。

フェリー乗り場。

夜の大阪湾は、いい感じだった。
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目次

死ぬな！ 生きろ！

生きて！ 生きて！ 生きて！

どんなに苦しくても、生きる道を選んで！

惨めでも、生き抜いて！

いじめた奴らを、見返してやれ！

絶対に死ぬな！

生きていれば、いいこともある！

絶対に死ぬな！

坂本龍馬さんは言った、

「人の生きる道は、ひとつじゃない。百も千も万もある。」と。

死ぬくらいなら、

学校なんて行かんでいい！

会社なんて、行かんでいい！

とにかく、生き抜こう！
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目次

若者よ、死に急ぐな！

若者よ、死に急ぐな！

耐えろ！

もうすぐ、君たちの時代が来る！

それまでの辛抱だ！

新しい時代は、いつも、若者によって作られる！

何とかもちこたえろ！

楽しいこともあるはずだ！

逃げてもいい！

君たちは悪くない！

責任があるとすれば、今の社会にある！

君たちが、新しい、良い社会を作るのだ！

何とか、耐えてくれ！

やがて、君たちの時代が来る！
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目次

愛する人

私の愛する人は、

もう、この世にはいない。

しかしながら、

だかろこそ、私は精一杯生きる。

今は亡き、私の愛する人の分まで。

若い人たちも、

精一杯、生きてください。
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目次

未来堂

５時間以上待っていた。

ずっと、待ち続けていた。

でも、君は来なかった。

僕は、今でも君を待ち続けている。
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目次

９９．９９％の絶望と、０．０１％の希望。

たとえ、９９．９９％絶望だったとしても、

０．０１％の希望があるとするならば、

私は、何としてでも、生き抜いていく。

０．０１％の希望を抱いて。
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目次

人間、その矛盾した存在。

地球上の、ありとあらゆる存在の中で、

人間は、もっとも矛盾した存在である。

自らが食べるために、他の生物を育て、殺し、食べる。

自らが住んでいる、自然を破壊する。

人間にとって、都合の悪い生物は殺す。

そして、人間同士が殺しあう、戦争。

いじめ、差別、自殺。

何から何まで、矛盾している。

そういう私も、もっとも矛盾した存在である。
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目次

凍った少女

あなたは凍ってしまった。

１４歳の若さで。

どんなに、悩み苦しんだのでしょう。

なぜ、誰もあなたを助けてあげられなかったのか？

自ら命を立つ以外に、逃げ道がなかったのですね。

安らかにお眠りください。
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目次

Ｆ快速暴走車輌

本日も、暴走車輌は快調なり。

次々と人の命を奪い、

快調に走っております。

見捨てられた命は、

一体どうなるのでしょうか？
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目次

思い出

誰もが、いつの日か、

誰かの、思い出になる。

そしていつの日か・・・

忘れ去られてしまう。
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目次

働き者の人形

あの人形は、いつも働いていた。

朝も、昼も、夜も。

寒い冬も、暑い夏も。

雨の日も、晴れの日も。

長い間、働き続けていた。

しかし、とうとう終わりを迎えた。

もう、その役目を終えて、天に帰った。

今までありがとう。

お疲れ様。
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目次

天の裁き

人は人を裁くことはできない。

天によって、公平に裁かれる。

しかし私は怖いのです。

天のお裁きに、耐えられるかどうか。

人を欺くことはできても、

天を欺くことはできない。

だから、恐ろしいのです。
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目次

死は神の救いなのか？

人間は、永遠に生きるわけではない。

死は平等に訪れる。

永遠に生きなければならないとすれば、

それは、耐え難い苦痛だ。

ならば、死というものは、

もしかすると、神様の救いなのかもしれない。
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目次

愛のレコンキスタ

愛がない。

愛が枯渇している。

魂が、窒息しそうだ。

愛がなければ、生きていけない。

愛を取り戻そう。

愛することからはじめよう。
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目次

美しき国

美しき国。

ああ、美しき国。

美しき自然。

美しき街並み。

美しき人々。

正しき人々。

猛き人々。

愛深き人々。

正義の人々。

自由と平和を愛する人々。

美しき国に栄光あれ。
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目次

愛に生きる

あなたのことを、親友だと思っていました。

友情だと思っていました。

しかし、

やっと気づいたのです。

友情だと思っていたものは、

実は、愛だったのです。

友情という仮面を被った愛だったのです。

もし、これが愛でないとすれば、

愛とはいったい何なのですか？

ああ、神様、

この愛の報われんことを。
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目次

最後の波（ ラストチャンス ）

今度が最後だ。

最後の波が来た。

ラストチャンスだ。

今度の波に乗り遅れたら、

次は無い。

後がないのだ。

今度の波に乗るんだ。

ラストチャンスだ。
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目次

愛のシナジー

あなたの優しさと、私の弱さ。

あなたの愛と、

私のあなたへの愛。

愛と愛との相乗効果が、

奇跡を生み出しました。

あなたの愛が、

私のあなたへの愛が、

私を蘇らせたのです。

あなたと私の愛が。
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目次

愛に殉ずる

やっと気づいたのです。

あなたを愛していることに。

泣けるほど愛していることに。

この３５年という時の流れは、

一体何だったのでしょうか？

しかし、それでいいのです。

あなたを愛しているということに、

気づいただけで十分なのです。

私はあなたを愛している。

ただそれだけで十分なのです。
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目次

幸せを祈る

みんなの幸せを祈りましょう。

みんなの幸せのために、働きましょう。

そうすれば、

きっと自らも幸せになれる。

そう信じて、

みんなの幸せを祈りましょう。

みんなの幸せのために、働きましょう。
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愛するということ

人を愛するということは、

神様の愛、アガペーに近いと思う。

エロスでもなく、

リビドーでもなく、

神様の愛、アガペーに限りなく近いと思う。

神様を愛するように、

人を愛しましょう。
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愛の試練

誰かを愛するということは、

苦しいことなのかもしれない。

それが報われない愛だとすれば、

なおさら苦しい。

しかしながら、

その苦しい試練に耐えてこそ、

本当の愛なのではあるまいか？
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目次

運命に全てを委ねる。

運命に全てを委ねてみよう。

運命は川の流れのようなものである。

流れに逆らっては、溺れてしまう。

思い切って、運命に身を委ねよう。

運命に全てを委ねよう。

そうすれば、

川の流れに身を委ねたように、

うまく泳いで生きていけるかもしれない。

運命に身を委ねよう。

運命に全てを委ねよう。
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真実の愛

真実の愛にはなかなか気づかない。

気づくまでに、長い時間が過ぎ去ってしまう。

その真実の愛に気づいた時、愕然とする。

もう、その真実の愛を、

失ってしまった時間を、

取り戻せないような気がする。

しかしながら、

もしかすると、取り戻せるかもしれない。

それが、本当に、真実の愛ならば。
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人間は罪深い存在なのか？

人間は、生きていくことそのものが罪深く感じられる。

他の生物を殺し、食べなければ生きていけない。

同じ人間同士でも、差別、いじめなど、罪深いことを為している。

善を為そうと思っても、悪を為してしまう。

古典にある、積善改過を為すことは、非常に難しい。

善を為すことも、

過を改めることも、

相当な努力が必要である。

しかしながら、

生きている限り、人間は善を為し、過を改める責任がある。

そうでなければ、

人間は、ただ罪深いだけの存在になってしまうのではなかろうか？
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木人

木人になろう。

木鶏ならぬ、木人になろう。

敵意のない、

害意のない、

悪意のない、

強がりもなく、

虚勢を張らない、

木彫の人形のようになろう。

木鶏ならぬ、木人になろう。
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アメリカ

あなたが旅立つとき、

あなたは寂しかったのでしょうか？

日本が嫌になったのでしょうか？

東京を嫌いになったのでしょうか？

なぜ私はあなたを見送りに行かなかったのか？

今でも悔やんでいます。

あれから３０年の月日が流れましたね。

あなたが幸せそうで何よりです。

しかしながら、

３０年という長い年月の間には、辛いことも多かったのでしょう。

あなたからのエアメールに、返事を書かなかったことも悔やんでいます。

後悔だらけです。

あなたがこれからも幸せであるよう、

遠く離れた場所から、私は祈り続けます。
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オーストラリア（ ジョージーガール ）

あなたと出会ったのは、

３５年前のことですね。

あなたは何事にも全力でした。

あなたは正直でした。

あなたは公平でした。

プラチナブロンドの髪がとても美しい人でした。

今ではオーストラリアに帰ったのでしょうか？

それともまだ日本に住んでおられるのでしょうか？

時々思い出すのです。

素敵なあなたのことを。

あなたが幸せでありますように、祈り続けます。
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我が青春のランディオーネ

ああ、ランディオーネ。

懐かしの、ランディオーネ。

高校時代の私の相棒。

ランディオーネとならば、

どこまででも行ける気がした。

一日に、３０キロも４０キロも走った。

中野浩一さんが、競輪で大記録を打ち立てていた。

ああ、ランディオーネ。

懐かしの、ランディオーネ。

我が青春の、ランディオーネ。

ありがとう、

ランディオーネ。
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我が青春のスターレット

ああ、スターレット。

初めての、マイカー。

素晴らしいアクセルレスポンス。

踏めば踏んだだけ、加速した。

山へ、海へ。

色んな所へ行った。

結構なアンダーステア。

それも個性的だった。

最後まで私を守ってくれた。

ありがとう、

スターレット。

我が青春のスターレット。
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我が心のクラブマン

ああ、クラブマン。

初めてのバイク。

中古だった。

最初は、エンジン回転が伸びなかった。

しかし、回しているうちに、どんどん回るようになった。

５０００回転から７０００回転のパワーバンド。

３速での加速は爽快だった。

コーナーにオーバースピードで突っ込んでも、

何とか修正できた。

風に乗った。

風と一体化した。

そして、風になた。

ありがとう、クラブマン。

我が心のクラブマン。
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春の夜の夢

あの春の日、

夕暮れ時。

キャンパスを、二人で歩いた。

１号館で、ボヤ騒ぎ。

心がざわざわした。

二人で歩いた、あの春の夜のこと、

あなたは、憶えているのでしょうか？

あの時、時が止まればよかったのに。

いまさらながら叫びます。

時よ、あの日の夜に連れ戻してくれ。
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桜の咲く頃

桜が咲く頃、

あなたのことを思い出します。

今はもういない、あなたのことを。

桜の花びらのように、散ってしまったあなた。

あなたのことを思い出すと、

桜の季節も喜べません。

桜の花の咲く頃、

私はあなたのことを思い出します。

今はいないあなたのことを。
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やさしいあなた

やさしいあなたが、

傷つかないように、

土を耕しましょう。

やさしいあなたが、

傷つかないように、

花を植えましょう。

やさしいあなたが、

傷つかないように、

種をまきましょう。

やさしいあなたが、

傷つかないように。
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プロビデンス（ 人様の声は、神様の声 ）

他人の声は、

神様の声。

だから、

人様に従いましょう。

従順になりましょう。

人様に従順になることは、

神様に従順になること。

いやなことがあっても、

辛いことがあっても、

それは、プロビデンス。

神様からの恩恵。

喜んで全てを受け入れましょう。
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真実の力（ プロビデンス ）

真実は、

隠そうと思っても、

隠せるものではない。

凄まじい力で、

表に現れようとする。

人間の力では、

とても、隠せるものではない。

それが、

真実の持つ力。

あるいは、

プロビデンス。
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信じる

人を信じる。

自分を信じる。

神様を信じる。

人を信じるには、勇気が必要だ。

人を疑うのは簡単なことだ。

人を信じられない者には、神様を信じることはできない。

人を信じて傷つくかもしれない。

しかしながら、

同じく傷つくならば、

人を信じて傷ついたほうが、

まだ、救われるのではあるまいか。
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９９，９９％の狂気と、０，０１％の正気

私は狂気に支配されているのかもしれない。

９９，９％は狂気に支配されているのだろう。

９９，９％の狂気は、９９，９％の絶望を意味する。

しかしながら、

０，０１％の正気がある。

そこには、０，０１％の希望がある。

この、０，０１％の正気を保つことによって、

０，０１％の希望を持って、

私は何とか生きながらえている。

パンドラの箱にも、最後に残ったのは、希望だった。

これまでも、

そしてこれからも、

私は生きていく。

９９，９９％の狂気と、

０，０１％の正気を胸に抱いて。
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パステルカラーのあなた

パステルカラーのあなた。

記憶の中のあなたはいつも、

パステルカラーの洋服で身を包んでいます。

思い出の中のあなたはいつも、

優しく微笑んでいます。

色白で、はかなげな美しさを持っていたあなた。

桜の花のように散ってしまったあなた。

助けてあげられなくて、ゴメンね。

もう、桜の季節も過ぎ去ってしまいました。

パステルカラーのあなたへ。
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因果律

自分が行ったことは、

１００％自分に返ってくる。

自分が言ったことも、

全部自分に返ってくる。

どんなことでも、自分に返ってくる。

全責任を自分で背負わなければならない。

他人に責任転嫁する余地はない。

幸せになりたいならば、

他人を幸せにするために努力する以外に、道はない。

他人を苦しめれば、

自分が苦しまなければならなくなる。

他人を幸せにしよう。

そうすれば、自分も幸せになれる。
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真理への旅

生きるということは、

真理を求めての旅なのではあるまいか？

如何にすれば、正しくなれるのか？

如何に生きるべきなのか？

善とは何なのか？

正義とは何なのか？

真理とは何なのか？

これらのことを探し続けることが、

生きるということなのではあるまいか？
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朋遠方より来る有り

朋がやってきた。

二十年ぶりの再会だった。

酒を酌み交わし、語り合った。

風呂にも入った。

山へも行った。

本当にありがたいことだ。

朋遠方より来る有り、

亦楽しからずや。
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心は自由だ

心は自由だ。

誰も、人の心を縛ることはできない。

何も、人の心を縛ることはできない。

もし、自分の心が縛られていると感じているのならば、

自分の心を縛っているのは、

他ならぬ自分自身である。
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目次

他人の風景

他人から見た私は、どうなのだろうか？

他人は、この社会をどう見ているのだろうか？

他人は、この世界をどう見ているのだろうか？

他人は、何を感じて生きているのだろうか？

他人が何を考えているのか、わかったほうがいいのだろうか？

他人が何を考えているのか、わからないほうがいいのだろうか？

たぶん、わからないほうがいいのだろう。

たぶん。
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この瞬間を生きる。

明日など無い。

昨日もない。

未来もない。

過去もない。

あるのは今だけだ。

この瞬間がすべてだ。

この瞬間の連続が、人生であり、時の流れである。

だから、この瞬間を、全力で生きる。

この瞬間を・・・。
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いつも心は・・・

いつも心は、圧迫骨折。

或いは、疲労骨折。

でも、私だけなのだろうか。

いや、みんな似たようなものなのだろう。

たぶん・・・。

いつも心は、圧迫骨折。

いつも心は、疲労骨折。
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昔は良かった・・・のか

子供の頃に戻りたいと思っていた時期もあった。

学生時代に戻りたいと思ったこともあった。

しかし、今はそう思わない。

昔に戻っても、同じような人生を歩むことになるのだ。

昔になど戻ってどうする。

前だけを向いて、今この瞬間を、全力で生きるのみだ。
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こころ

一番大切なもの、こころ。

何よりも尊いもの、こころ。

ちょっとしたことで傷つく、こころ。

何かのはずみで壊れる、こころ。

だから、何より大切にしたい、こころ。

しかしながら、その大切なこころを、蔑ろにしていたのは、自分自身かもしれない。
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the king of city pops

the king of city pops.

the king of j rock.

tatsuro yamashita.

負けるな、tatsuro.

行け行け,tatsuro.

the king of city pops.

the king of j rock.
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美しき人へ

遠いところへ旅立ったあなた。

美しいあなた。

辛かったのでしょう。

苦しかったのでしょう。

もう楽になりましたか。

来世では友達になりましょう。

遠いところへ旅立った、

美しいあなたへ。
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運命の輪

運命の輪が回り始めた。

ゆっくりだが、

ものすごい力で。

運命の輪が回り始めた。

振り落とされないように、

しっかりと、しがみつくんだ。

運命の輪が回り始めた。
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真夏の工事現場

暑い日に、

工事現場で働いている人たちがいた。

汗を流して。

しかしながら、

楽しそうに働いていた。

その姿は輝いていた。

真夏の工事現場で働いている人たちは、

楽しそうに働き、

輝いていた。
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天は見ている、知っている。

天は見ている、

あなあのことを。

天は見ている、

他人のことも。

天は見ている、

私のことも。

天は全て知っている。

あなたのことを。

天は全て知っている、

他人のことも。

天は全て知っている、

私のことも。

だから、正しく生きよう。

私も、あなたも。

積善改過に如くは無し。
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黄昏の街で

黄昏の街で、

またこの橋の上に来ました。

そして、川を見下ろし、

はるか昔に投げ捨てたはずの、

自分の人生を探している。

ここへ来ると、あなたに会えそうな、

そんな気がするのです。

あの日の私に戻って、

あの日のあなたに、

また会えそうな気がするのです。

黄昏の街で、

またこの橋の上に来て、

そして、川を見下ろし、

はるか昔に投げ捨てたはずの、

自分の人生を探している。

黄昏の街で。
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灼熱の街

灼熱の街で、

だれもかれもが、

身を焦がし、

だれもかれもが、

心を焦がしている。

なにか大切なことを見失ったのか？

なにか大切なものを無くしてしまったのか？

だれもかれもが、

迷走している。

灼熱の街で、

がれもかれもが、

身を焦がし、

だれもかれもが、

心を焦がしている。
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死にたくなった時にだけ思い出してごめんね。

死にたくなった時、

いつもあなたのことを思い出す。

優しかったあなた。

いつも笑顔だったあなた。

若くして旅だったあなた。

なぜ、そんなに早く逝ってしまったのですか？

もっと話がしたかった。

死にたくなった時にだけ思い出して、ゴメンね。

優しかったあなたへ、

ありがとう。

何年経っても、

若くて、美しいままのあなたへ。

110



目次

死なんがための生なのか？

生きるとは何なのか？

死に向かって、機関車のように突進していくことなのか？

我々は、常に死と隣合わせに生きているのか？

生と死は表裏一体なのか？

死と向き合うことは、生と向き合うことだと、誰かが書いていた。

ショーペンハウエルは、生への盲目的意思ということを説いているが、

人にはそれとは逆に、死への盲目的意思の・ようなものもあるのではあるまいか？

宗教家によれば、人は自らの肉体を嫌悪しているらしい。

それ故に厳しい修行をするのだそうだ。

そう考えると、人には生への盲目的意思と、死への盲目的意思が併存しているのではあ
るまいか。

しかしながら、

どんなに苦しくとも、

自ら生命を絶ってはならない。

人は、生を受けた以上、いつかは死を迎えることになるのである。

そうであるから、

どんなに苦しくとも、生き抜くべきである。

そして、
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生を全うし、死を迎えた時、はじめて、生きるということの意味が分かるのであろう。
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３０年の禅問答（ 面壁３０年 ）

ああでもない。

こうでもない。

前へ進めば、前から斬られる。

後ろへ退けば、後ろから斬られる。

右へ行けば、右から斬られる。

左へ行けば、左から斬られる。

まさしく、禅問答。

両刀論法だ。

万事窮すか？

いや、飛躍するのだ。

ゲーテの言うところの、死の跳躍だ。

死中に活有り。

身を捨ててこそ、浮かぶ瀬もあれ。
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ありのままを受け入れる、全てを受け入れる。

ありのままを受け入れる。

全てを受け入れる。

自分の弱さ、他人の弱さ。

自分の愚かさ、他人の愚かさ。

自分の狡さ、他人の狡さ。

全てを、ありのままに受け入れる。

艱難辛苦、

森羅万象、全て良し。

それが、強く、正しく生きるための、第一歩ではなかろうか。
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弱くていいじゃないか。

弱くていいじゃないか。

無理して強くなる必要なんて無い。

弱いままでいい。

もっともっと、弱く。

老子か荘子もそんなことを書いていた。

強くなくていい。

弱くて、

優しければ、

それでいい。
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魂のレコンキスタ

取り戻そう、

失った夢を。

取り戻そう、

失った愛を。

取り戻そう、

失った何かを。

取り戻そう、

失った全てを。

取り戻そう、

失った魂を。
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三尺去って師の影を踏まず。

恩師と再会した。

３０年ぶりだった。

私の訪問は、もしかすると、迷惑だったのかもしれない。

しかし、先生は、大いに喜んでくださった。

話が弾んだ。

それまで、お聞きしたことがなかったことまで、話してくださった。

散々、ご迷惑をお掛けしたが、

恩師とは、本当にありがたいものである。
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人は嘘をつかなければ生きていけないのか？

人は、嘘をつかなければ生きていけないのか？

私はこれまで、さんざん嘘をついてきた。

今でもだ。

嘘をつくつもりがなくても、

嘘になることもある。

人に言えない隠し事があると、

どうしても嘘をついてしまう。

やはり、

人は、嘘をつかなければ、生きていけないのだろうか？

118



目次

人生は、タイトロープ。

人生は、タイトロープ。

綱渡りだ。

一歩間違ったら、真っ逆さまに転落だ。

それでも、勇気を持って、

一歩一歩と、

歩みを進めるしか無い。

人生は、タイトロープ。

そう、綱渡りだ。

119



目次

絶望は、希望の母。

希望のあるところに、絶望がある。

絶望のあるところに、希望がある。

希望は、絶望から生ずる。

絶望なきところに、希望無し。

絶望は、希望の母である。

120



目次

灰身滅智

自分を捨てよう。

我を捨てよう。

欲を捨てよう。

はからい心を捨てよう。

私心を捨てよう。

小知才覚を捨てよう。

我がはからいにあらず。

身を捨ててこそ、浮かぶ瀬もあれ。

身を殺して仁を為す。

灰身滅智。

そして初めて、

道は開かれる。
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三界唯心

三界は、唯心の所現。

仏教の教えである。

外界に起きていることは、

自分自身の心の反映である。

心が楽しければ、周りの世界は極楽である。

心が苦しければ、周りの世界は地獄である。

外界と自分とは、分離独立したものではなく、

渾然一体となったものである。

心を正しく持てば、周りの世界も正しくなる。

逆もまた然り。

心を正しく、強く持とう。

三界は、唯心の所現である。
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運命は、性格の中にある。

運命は性格の中にある、とは、

芥川龍之介の言葉である。

自分が言ったこと、行ったことは、

全て自分に返ってくる。

決して、他人の責任ではない。

自分を取り巻く状況は、

全て自分自身が創りだしたものである。

自分が幸せになりたければ、

他人を幸せにするような、言葉、行いを心がけたいものである。

運命は性格の中にある、のだから。
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克己復礼

己に克って、礼に復る。

他人には負けても良い。

しかしながら、

自分自身には負けてはならない。

強い心を持ち、

自分を正しく制御して、

常に礼節をわきまえた、立ち居振る舞いをする。

そこから、自ずと道は開ける。
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立命

人は、生まれた時から異なった人生を歩む。

しかしながら、

宿命論（ フェイタリスム ）に陥ってはならない。

宿命は動かすことができない。

だが、立命により、宿命を運命に変えることができる。

志を立て、勇猛心を奮って努力することによって、

宿命を、運命に変えることができる。

宿命は、動かすことができないが、

運命は動かすことができる。

立命は、生きる上で必要なことである。

志を立て、勇猛心を奮って努力することによって、

宿命を、運命に変えよう。

そして、より良い人生を歩むのだ。
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窮すれば通ず。

窮すれば通ず。

易経には、そういう考え方があるそうだ。

万事窮すと思えるような状況に陥っても、

そこから、また良くなるそうだ。

そうであるから、

決して諦めてはならない。

苦しい時こそ、勇猛心を奮い起こして、努力するべきである。

そうすれば、

自ずと、道は開ける。

窮すれば通ず、

である。
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晩秋の海にて。

晩秋の海にて、考えた。

人は何のために生まれてきたのか？

私は何のために生まれてきたのか？

人として生まれたことを、喜ぶべきなのか？

人として生まれたことを、悲しむべきなのか？

人は如何に生きるべきなのか？

私は如何に生きるべきなのか？

それは、

一生を懸けて探しだすものなのかもしれない。

きっと、そうだろう。
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モデムは生きていた。

モデムは生きていた。

もうダメになったと思ったモデム。

故障したと思ったモデム。

しかし、モデムは生きていた。

ネット回線つながったよ。

ありがとう、

モデム。

これからもよろしく。

128



目次

無用の用。

老荘思想に、無用の用という考え方がある。

一見、役に立っているように見えるものが、

役に立っておらず、

一見、役に立っていないように見えるものが、

役に立っている。

という考え方である。

ということは、

私も何らかの役に立っているのかもしれない。
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アメリカン・ニュー・ソート（ 光明思想 ）

アメリカン・ニュー・ソート。

１００年以上前に、アメリカ思想界を席巻した、光明思想である。

トライン、エマソン・・・等。

物事の、光明面（ ブライトサイド ）のみを見て、

物事の、暗黒面（ ダークサイソ ）は見ない。

簡単に言うとそういうことである。

物事の光明面のみを見よう。

物事の暗黒面は見るまい。

人の善のみを見よう。

人の悪は見るまい。

そうすれば、

きっと、幸せになれる。
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１００％なんてない。（ 見切り発車でいこう！ ）

あの、スティーブ・ジョブズは言ったそうだ。

Real artist ships!

真の芸術家は、未完成でも、作品を出荷・発表する。ということらしい。

１００％確実なことなんて無い。

それを待っていたら、何もできない。

見切り発車でいい、

勇気を持って、チャレンジしよう！

勇気を持って、第一歩を踏み出そう！

Real artist ships !!
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人間は欲望の塊なのか？

人間は欲望の塊なのか？

少なくとも私は、欲望の塊である。

リビドーそのものである。

孔子は、我未だ剛者を見ず、と述べている。

人間には、欲があるので強いものはいないということである。

私もそのとおり、欲があるので強くない。

というより、弱い。

老荘思想には知足という言葉がある。

足るを知る。

つまり、欲張らないということである。

しかし、私には欲がある。

自分で制御するのが難しいくらいに。

私は欲望の塊である。
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生きるためには、勇気と強さが必要だ。

生きるためには、勇気と強さが必要だ。

善を為そうと思っても、

勇気と強さが無ければ、

善を為すことができない。

場合によっては、弱さのために、

悪を為すことすらありうる。

生きるためには、勇気と強さが必要だ。

チャンドラーの小説の中で、

フィリップ・マーロウは言っている。

「タフでなければ生きて行けない。優しくなければ生きてゆく資格がない。」と。

やはり、優しさも必要だが、

勇気と強さがなければ、生きていけない。
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弱そうで強いのが、一番いい。

一見、弱そうで、実際は強いのが一番凄い。

一見、弱そうで、実際にも弱いのは普通である。

一見、強そうで、実際にも強いのも普通である。

一見、強そうで、実際は弱いのは、最悪である。

現実には、そういう人が多い。

通常、虚勢を張って威張っており、

差別や、弱い者いじめをして、

他人の誹謗中傷ばかりしている人々。

そういう人々は、

ここぞという時、いざという時に、異様に弱い。

どうしようもない。

弱そうで強くはないかもしれない。

強そうで強くもないかもしれない。

しかしながら、

強そうで弱い人間にはなりたくないものである。

強そうで弱いよりは、

弱そうでやっぱり弱いがいいじゃないか。
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コミュ力、マイナス無限大。

私には、コミュ力が無い。

というより、コミュ力マイナス無限大である。

いわるる、コミュ障である。

そのために、苦しんできた。

今でもだ。

しかしながら、

コミュ力マイナス無限大でもいいじゃないか。

コミュ障でもいいじゃないか。

精一杯生きている。

生かされているというだけでありがたい。

たぶん、そういうものだろう。
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愚か者で行こう。（ 大愚は大賢に通ず。）

スティーブ・ジョブズは、スタンフォード大学のスピーチで、

「stay hungry, stay foolish」と言った。

東洋思想では、

「大愚は大賢に通ず。」という。

いずれにしても、

人間は愚かである。

ならば、いっそのこと、

小知才覚を捨てて、

愚か者で行こう。

そのほうが、

幸せになれるかもしれない。
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愛のメタファー。

私は、愛する人に、

愛していると言ったことがあるのだろうか？

人は、。愛する人に、

愛していると言っているのだろうか？

思わせぶりな態度や、

それとなく匂わせることによって、

察して欲しいと願っているのではあるまいか。

しかしながら、

それは間違いだと思う。

愛しているならば、

愛していると言おう。

トップアイドルの歌のように。

愛する人に、愛していると言えるうちに。

後で後悔しないように、

愛していると言おう。

限りある人生なのだから。
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現実主義者と理想主義者。

現実主義者は、

理想主義者以上に、理想主義的である。

理想主義者は、

現実主義者以上に、現実的である。

芥川龍之介も似たようなことを書いている。

理想主義者は、

理想を追い求めることによって、

現実的になる。

現実主義者は、

現実を追い求めることによって、

理想的になる。

近頃、そんなことを考える。
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心のホイルスピン。

心が、ホイルスピンしている。

焦りがあるのか？

やる気はあるが、

空回りしている。

心のアクセルをベタ踏みしているのか？

心がホイルスピンしている。

少しセーブせよ。

アクセルから、ゆっくりと足を離せ。

そして、

ゆっくりと、心のブレーキを踏め！

ゆっくりと。

それから、

深呼吸するんだ。

そして、

再び、ゆっくりとアクセルを踏め。

ゆっくり、少しずつ加速するんだ。

ゆっくりと。
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誹謗中傷社会。（ 毀誉褒貶を気にするのは愚か者 ）

誹謗中傷が罷りと通っている世の中である。

そのために苦しんでいる人も、大勢いる。

中には、自らその生命を絶つ人まで・・・

こんなご時世だからこそ、

我々は、心を強く正しく持つことが肝要である。

そして、周りからの毀誉褒貶から、

超然として生きる必要がある。

老荘思想でも、

毀誉褒貶を気にするのは、愚か者だという。

心を、強く正しく把持しよう。

そして、誇り高く生きよう。

超然として生きよう。

まあ、気楽に。

気楽に・・・。
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今、元気を失くしている朋へ。

今、元気を失くしている朋へ。

Ｔ，大丈夫か？

元気出せ！

いや、無理に元気出さなくてもいいか。

真面目で優しいお前のことだから、

働き過ぎて、疲れ果てたのだろう。

今は、ゆっくり休んでくれ。

天からの、休暇命令だ。

ゆっくり休んでくれ。

お前が元気になったら、

また、ドライブしよう。

海や山へ行こう。

なんだったら、

また、バイクにでも乗ろう。

今、元気を失くしている朋へ。
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人は人間性に始まり、人間性に終わる。

釣りは、鮒に始まり、鮒に終わるという。

武道では、礼に始まり、礼に終わるという。

人と人とは、人間性に始まり、人間性に終わるのではなかろうか？

外見、社会的地位、お金・・・。

それらも、大切ではある。

しかしながら、最終的には、その人の持つ人間性によって、全てが決まってしまう。

それに、人間性とは、その人そのものである。

であるからして、

人と人とは、人間性に始まり、人間性に終わるのではなかろうか？
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iphoneは生きていた。

iphoneは生きていた。

バッテリーがダメになったと思った。

夜中に寝ているうちに、バッテリー切れになったので、

もう、お前はダメになったと思ったよ。

でもお前は生きていた！

アップデートのためだったのか？

そんなことはどうでもいい。

とにかくお前は生きていた。

ありがとう、iphone！

これからもよろしく。
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生命力を１００％出せ！

生命力を１００％出せ！

力の出し惜しみをするな！

自分の生命力を信ずることによって、奇跡が起きる。

「汝、自らを頼め！」とは、正しく金言である。

いざという時に、１００％の力を発揮するには、

日頃から、１００％の力を、

いや、１２０％、

いや、２００％の力を出すことが必要だ!

そうすることによって、

いざという時に、

１００％の力を、

いや、実力以上の力を発揮することができる！

力の出し惜しみをするな！

生命力を１００％出せ！

汝、自らを頼め！
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メンタル・デトックス

心のデトックスをしよう。

心から、毒素を出してしまおう。

怒り、憎しみ、嫉妬、不安・・・。

それらを放下しよう。

幸田露伴は、

「吐き出せ、吐き出せ！」

と言ったそうだ。

心で掴んでいる、負の感情を手放すのだ。

そうすれば、

自然に、愛と光で満たされる。

簡単なことではないかもしれない。

しかしながら、

幸せになるためには、必要なことだ。

心のデトックスをしよう。

幸せになるために。
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ネット世界は小宇宙。

インターネットの出現が、我々の生活を変えた。

いや、世界を変えたのかもしれない。

物理的に見れば、

世界各地に設置された、サーバーの集合体なのかもしれない。

しかしながら、

観念的に見るならば、もはや小宇宙である。

その全てを把握している人間などいないであろう。

それは、宇宙に似ている。

いや、もしかすると、神様に似ているのかもしれない。

インターネットは、人間が創り出した、

神様に似た何か、

なのかもしれない。
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クリスマス。

１２月になって、クリスマスが近づいてきた。

何はともあれ、

クリスマスが近づくと、

心躍るものである。

クリスマスツリー、

クリスマスケーキ、

フライドチキン、

プレゼント、

家族団欒・・・。

しかしながら、

私の一番のクリスマスの思い出は、

ひとりぼっちだったクリスマスである。

クリスマスの夜、

一人で街を歩いた。

クリスマスソングが流れ、

恋人たちで溢れる街を、

一人で歩いた。
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ずっと、歩き続けた。

ひとりぼっちで・・・。

そういう記憶が、

私の一番のクリスマスの思い出である。
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憎しみに似た何か、そして、愛に似た何か。

人間の心の中には、

憎しみに似た何かが、潜んでいる。

遠い関係の人には感じないが、

近い関係の人には感じてしまう。

そんな、憎しみに似た何かが。

誰しもが一度ならず感じたことであろう。

しかしながら、

人間の心の中には、

愛に似た何かがある。

遠い関係の人には感じないが、

近い関係の人には感じてしまう。

そんな、愛に似た何かが。

いや、愛そのものなのかもしれない。

きっと、愛そのものだ。

誰しもが、心の中に持っている。

愛と憎しみは、

表裏一体のものなのではなかろうか。
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人生は、是道場。（ 魂の鍛錬 ）

人生に苦しみはつきものである。

あの、ゴータマ様も、生老病死の四苦から逃れるために出家されたという。

ましていわんや、我々凡人にとっては、

生きることが苦しみであることは当然といえよう。

しかしながら、

一見すると、ただ何の意味もなく苦しんでいるように見えるが、

それらの苦しみを、魂の糧とすることによって、

我々の魂は鍛えられる。

楽しい時、嬉しい時は、一見すると順調に見えるが、

案外、魂は鍛えられていないものである。

それどころか、堕落することすらある。

生きる上での苦しみを、魂の糧として、

人生を全うしたいものである。
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今が全てだ！！

今が全てだ！

過去の武勇伝など聞きたくない！

今どれだけ人の役に立っているか

今どれだけ人を助けているか？

今全力で働いているかどうかだ。

過去の実績など無意味だ！

今どれだけのことを成し遂げることができるか？

それが全てだ!

怖くていい。

恥ずかしくていい。

馬鹿にされてもいい。

嘲笑われてもいい。

今を全力で生きよう！

ペース配分など考える必要はない!

伴走者など必要ない!

最後まで全力で駆け抜けよう！！
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タイムマシン。

タイムマシンがあったら、

あなたは、それに乗るだろうか？

私は乗らない。

タイムマシンに乗って、

未来へ行ってどうなるというのか？

過去に戻ってどうなるというのか？

存在するのは、今、この瞬間だけである。

タイムマシン。

私は乗らない。
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冷静になれ！！

冷静になれ。

心を鎮めよ。

臍下丹田に息を吸い込め。

そして、目を閉じて、

宇宙を感じる。

宇宙と一体化する。

神を感じる。

神と一体化する。

仏を感じる。

仏と一体化する。

そして、

無念無想。

色即是空。

空即是色。

心を無にする。

そして、また改めて、

歩き始めれば良い。
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相手の立場で考えてみる。

私は、相手の立場で考えたことがあるのであろうか？

自分では、誠意を持って尽くしたつもりでも、

相手にとっては真逆なのかもしれない。

自分では、約束を守ったつもりでも、

相手は、裏切られたと感じたのかもしれない。

自分では優しくしたつもりでも、

相手は傷ついたのかもしれない。

私は、相手の立場、相手の気持を考えたことがあるのであろうか？

これからは、相手の立場で考えてみよう！
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カオスからコスモスへ。（ 混沌とした世界の中で。）

世界が混乱している。

国内も混乱している。

いじめが多発する。

差別が蔓延している。

自ら生命を絶つ人が増える一方である。

事故が多発している。

事件も多発している。

戦争やテロリズムも消える気配がない。

世界中が混乱している。

そのような時勢だからこそ、

我々、一人ひ一人が、

強く正しい心を保つことが必要である。

こんな時代だからこそ、

積善改過が大事である。

善を為すに遅すぎるということはない。

過を改めるに遅すぎるということはない。

こんな時代だからこそ、
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我々、一人一人が、

積善改過の決意を新たにするべき時である。
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愛する人へ。（ Forget menot)

愛するあなたへ。

あなたと会えなくなって、

いくつもの季節が過ぎ去りました。

あなたの記憶の中に、私は生きているのでしょうか？

あなたは、私の思い出の中で生き続けています。

もう会えないあなた。

あなたに会えてよかった。

ありがとう。
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トップスターは星になった。

彼女は、まだ若かった。

しかし、彼女は跳んだ。

いろいろなことを抱えて。

悩み。

苦しみ。

悲しみ。

挫折。

夢。

栄光。

そして、

星になった。

いろいろなことを抱えて、

彼女は、跳んだ。

正しく、死の跳躍だ。

そして、星になった。

涙さえ流さずに。

彼女が投げかけた問いに、
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社会は、

いや、我々国民が、答えなければならない。

星になった彼女のために。
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霊妙不可思議大自然。

自然は偉大である。

地球上の生命体は、自然の中でしか生きていけない。

空気が有り、水が有り、温度が有り、重力がある。

それにより、我々、生命体は存在することができる。

雨が降って、川となって、海となる。

天気の日もあれば、嵐の日もある。

夏は暑く、冬は寒い。

野草は次から次へと伸びてくる。

新しい生命は、次々次々に誕生する。

自然は偉大である。

人間以外の生命体は、１００％自然に順応している。

一方、人間は、

気を切り倒し、森林破壊を繰り返し、

山を切り崩し、海を埋め立て、

汚染水を垂れ流し、煤煙を撒き散らしている。

このままでいいのだろうか？

人間は自然の中でしか生きていけないのに。
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他の生命体は、自然にほぼ１００％順応しているのに。

自然に帰ろう！

ルソーもそんなこと言ったよね。
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メンタル・ゾンビとして生きる。

精神的には、何度も死んでいる。

しかしなだら、

何度でも蘇る。

まるで、ゾンビのように。

そんな人は、私だけではあるまい。

心は、何度死んでも、

そのたびに、蘇る。

蘇った心は、

少しだけ強くなっている。

とにかく、生きていこう。

たとえ、

メンタルゾンビ、としてであっても。
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果たせなかった約束。（ 汝、誓うなかれ。）

約束を果たせなかった。

反故にするつもりはなかった。

でも、果たせなかった。

ほんの少しの勇気がなかった。

やはり、裏切ったことになるのだろうか？

そうだろう、

親友を裏切ったことになるのだろう。

キリスト様の、

「汝、誓うなかれ。」

との言葉が身にしみる。

親友を裏切ってしまった。

反故にするつもりはなかった。

ただ、勇気がなかった。

約束を果たせなかった。
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メンタル・アルケミー。（ 或いは、魂の錬金術 ）

崩壊してしまった心を、再構築しよう。

リストラクチャリングだ。

ピュアな魂を取り戻そう。

魂のレコンキスタだ。

心は、脆い。

壊れやすい。

些細なことで壊れてしまう。

心を再構築しよう。

リストラクチャーだ。

レストアだ。

リカバリーだ。

リビルト品でもいい。

ジャンク品でもいい。

心を、

魂を、取り戻そう。

崩壊してしまった心を取り戻そう。

再構築しよう。
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ピュアな魂を取り戻そう。

これこそ、正しく、

魂の錬金術だ。
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親という存在。

親という存在。

ありがたい・・・。

だが、

なんとなく、イライラする。

時として、憎しみの対象にすらなりうる。

しかしながら、

その存在が、子を護っている。

その存在が、私を、貴方を護っている。

苛々することもあるだろう。

憎い時もあるだろう。

それでも、

親に対する、感謝の念は、忘れずに生きていきたいものだ。

なぜなら、

親という存在そのものが、

私を、貴方を、護っているのだから。
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チョコレート

チョコレート。

甘くて美味しい。

食べると、

心も体も癒やされる。

一日の疲れが取れる。

悩みを忘れる。

全てが報われる気がする。

不思議な食べ物、

チョコレート。
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春に届いた葉書。

春に届いた、

貴方からの葉書。

私の宝物です。

春に届いた、

年賀状の返信。

本当に嬉しかった。

今でも時々読み返し、

貴方のことを思い出しています。

とても優しかった貴方。

とても美しかった貴方。

春に届いた、

貴方からの葉書。
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心の壁を取り払おう。

英語の　 Hell　とは、

自分の周りに、壁を張り巡らす、ということが語源らしい。

自分の周りに壁を作ると、

世界は、地獄になる。

自分で作った壁を取り払えば、

世界は、天国になる・・・

かもしれない。

とりあえず、

自分で作った、

心の壁を取り払おう。

そうすると、

世界が天国になる・・・かもよ。

169



目次

みんな何かを背負っている。

みんな何かを背負っている。

一人では抱えきれないほどのものを。

ギリシャ神話の巨人アトラスが、地球を支えているように。

みんな何かを抱えている。

徳川家康公は言った、

「人生は、重き荷を背負うて行く旅の如し。急ぐべからず。」と。

いずれにしても、

みんな何かを背負って生きている。

時には、その重さに押しつぶされそうになりながら。

みんな何かを背負っている。
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生命の神秘。

人はなぜ生まれてくるのか？

何のために生きるのか？

なぜ死ななければならないのか？

多くの学者や宗教家が、その難問に挑んだ。

今でも探求し続けているのであろう。

しかしながら、

未だに、明確な答えは出ていないと思われる。

何時の時代でも、

医学、科学、常識というものは、間違っていた。

これは、後知恵ではあるが。

生命とは、医学、科学、哲学、宗教を遥かに超越したものではあるまいか？

最終的には、宇宙の神秘、

有心論と無神論、

有神論と無神論、

そのような、究極の問題に帰結するのであろう。

我々が生きる意味は、そこにあるのかもしれない。
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ハンバーガー。

ハンバーガー。

時々、無性に食べたくなる。

いつ食べても美味しい。

寂しい時、

落ち込んだ時、

そんな時に食べると、

不思議と元気になる。

なぜなんだろう？

魔法の食べ物、

ハンバーガー。
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時の重み。（ 或いは、心のタイムトラベラー ）

時の流れ、

それは、時として残酷である。

時の流れが、

愛する人たちとの距離をつくり、

友情を切り裂く。

悲しいことだが、

それが現実だ。

しかしながら、

心の距離は近いままだ。

いや、

一層近くなった。

たとえ、

もう二度と会えないとしても、

愛する人たち、

親友は、

いつでも、

心の中にいる。
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時の流れでさえも、

それを奪い去ることはできない。

たとえ、

何十年、

何百年、

それ以上の時が、

流れ去ったとしても。
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ふつうってすごい。（ でも、ふつうって何だろう？ ）

ふつうってすごい。

ふつうにはたらける。

ふつうに学校に行ける。

ふつうに人付き合いできる。

ふつうに結婚できｋる。

ふつうに生活できる。

でも、

ふつうって、何だろう？

ふつうじゃないと、ダメなのだろうか？

ふつうじゃなくても、いい気もする。

でも、ふつうってすごい。

でも、

ふつうって、何だろう？
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欲。

私には欲がある。

お金が欲しい。

CDが欲しい。

パソコンが欲しい。

ゲームが欲しい。

車が欲しい。

バイクが欲しい。

食べ物が欲しい。

豪邸が欲しい。

出鱈目で、

人並み以下の人間なのに、

欲だけは人一倍ある。

でも、

それが人間なのではあるまいか。

そうだよね・・・。

たぶん・・・。
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イブ・イブ。

イブ・イブ。

世間は浮かれている。

しかしながら、

私は、疲れ果てている。

一年の疲れが吹き出した。

ストレスは、籐の昔に、限界を突破している。

今年こそは、自分に、お疲れ様と言いたい。

かくりょのおおかみあわれみたまえ。

エーメン。

イブ・イブに捧ぐ。
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クリスマス・イブ。

クリスマス・イブ。

クリスマス。

子供の頃、

毎日がクリスマスだったらいいなと思った。

毎日、プレゼントもらって、

毎日、チキン食べて、

毎日、ケーキ食べて。

大人になると（ まあ、私はアダルトチルドレンだが。）、

大変なことが多い。

だから、

今でも、

毎日がクリスマスだったらいいなと思っている。
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クリスマス。（ その優しさが、時として人を傷つける。）

クリスマス。ｓ

全ての人が、優しくなれる日。

私も優しくなりたいと思っている。

しかしながら、

時として、

その優しさが、人を傷つけることもある。

私には、そんな経験が、幾度となくある。

大切な人に、

優しくしたつもりが、

傷つけてしまった。

あの人は、私を許してくれたのだろうか？

クリスマスの夜に思う。

優しさは、

時として、

人を傷つけることもある、

かもしれない。
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人を喜ばせると、自分が幸せになる。

人を喜ばせると、

自分が幸せになる。

不思議だけれど、本当だ。

少なくとも、

幸せを感じることができる。

それとは逆に、

人を悲しませると、

自分は幸せにはなれない。

不思議だけれど、本当だ。

少なくとも、

幸せを感じることはできない。

幸せになりたかったら、

幸せを感じたかったら、

人を喜ばせよう。

そうすれば、

幸せになれる。

少なくとも、
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幸せを感じることができる。
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神の見えざる救いの手。

神の見えざる救いの手。

我々は、たしかに護られている。

神様の、

見えない救いの手に。

我々が生きていけるのは、

神様の、

見えない救いの手によって護られているからではあるまいか。

そうでなければ、

この世界は、もっと悲惨なものになったに違いない。

我々が、兎にも角にも、平和に暮らしていけるのは、

神の見えざる、

救いの手によって護られているからである。

182



目次

貴方の名前を思い出せなくなりそうです。

優しかった貴方。

若くして旅立った貴方。

大好きだった貴方。

そんな貴方の、

名前を思い出せなくなりそうです。

許してください。

貴方の名前を、

忘れてしまいそうなのです。

思い出せなくなる時があります。

貴方のことを、

忘れてしまいそうなのです。

それが恐ろしいのです。

許してください。

Sさん。
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UFO

夜のバイパス。

車で走っていた。

何か空中に浮かんでいた。

少し光っていた。

最初、飛行機かと思った。

でも違った。

丸いような、

角ばっているような。

暗くてよくわからなかったが、

巨大な物体だった。

あれは何だったのだろう？

幻覚だったのであろうか？

夜のバイパスで、

なにか巨大な物体が、

空中に浮かんでいた。
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成道前の魔境。（ テンプテーション ）

キリスト様は、成道前に、

サタンのテンプテーションにあった。

ゴータマ様は、成道前に、

悪魔、波旬に唆された。

誰しも、

生きていくうえで、

成功が近づいてくると、

魔境が現れる。

天から試みられているのだ。

成道前の魔境を乗り越えることが出来るかどうかが、

成功するか、失敗に終わるかの分かれ道である。

心を強く持ち、

キリスト様のごとく、

「サタンよ去れ！」

と、一喝するのだ。
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大晦日。

年末には、一種独特の空気がある。

子供の頃、

その空気感が好きだった。

大人になると、いろいろあるが、

やはり、

この空気感、雰囲気が好きだ。

慌ただしくも有り、

嬉しくも有り、

一年を振り返る。

反省することばかりではある。

しかしながら、

やはりいいものである。

大晦日。
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新年を迎えたのに、なんか苛々する。

新しい年を迎えた。

心機一転、

強く正しく生きようと思う。

しかしながら、

なんか苛々する。

特に、親に対して苛々する。

どうにかならんものなのか？

地震や津波で大変な方々もおられる。

それらの方々の無事を祈る。

しかしながら、

その一方で、

親に苛々する。

何とかならんものなのか？

新しい年がいい年でありますように。

歳神様、

何卒宜しくお願い申し上げ奉ります。
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クラス会。

何年ぶりだろうか？

初めてだろうか？

クラス会。

懐かしい顔に出会えた。

最初は緊張していた。

しかし、

お酒の力もあってか、

皆くつろいで、

懐かしい話題で盛り上がった。

既に鬼籍に入っている方も、数名おられた。

それらの方々の、

ご冥福を祈りつつ、

楽しい宴だった。

クラス会。

時にはいいものである。
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地震の時・・・あの家族・・・。

地震の時、

親友に、水を持って行った。

断水していたからだ。

通常なら、３０分で行けるのだが、

大渋滞で、何時間もかかった。

そしてたどり着いて、

親友に水を渡した。

その時、

近くに、ある家族がおられた。

若いご両親と、幼い娘さんだった。

私はその時、

そのご家族と目があった。

一瞬、

そのご家族にも、

水を渡そうと思った。

しかし、

渡せなかった。
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何故だろう？

全部、親友に渡してしまった。

今でも後悔している。

半分でも、

あのご家族に渡せばよかったと。

あのご家族が、

幸せに暮らしておられることを祈っております。
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ipod

ipodよ。

しっかりしてくれ。

何故、曲が入らないのだ。

何故、Macと同期出来無いのだ。

確かに、

お前はジャンク品かもしれない。

しかしながら、

お前は、

ipodじゃないか。

しっかりしてくれ。

そして、

音楽を聴かせてくれ。

なあ、

ipodよ。
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鯖。

鯖。

昔、鯖が好きなガールフレンドがいた。

「夕ごはん、鯖だといいなあ・・・。」と、

よく言っていた。

今夜、夕食で鯖を食べた。

美味しかった。

鯖を食べると、

決まって、彼女のことを思い出す。

鯖が好きだったあの娘。

今でも元気にしているのだろうか？

彼女が今でも元気だといいなあ・・・。
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Not even justice , I want to get truth !（ 太陽の牙ダグラムよ
り引用 ）。

昔、とあるアニメの中で、こんな言葉がった。

「　 Not even justice , I want to get truth !　」

「正義ではなく、真実が知りたい！」　という意味であろう。

確かにそうである。

正義は、人・時・所によって異なってくる。

であるから、

あまり当てにならない面もある。

現代では、

間違った正義感を、

大上段に振りかざす人も少なくない。

しかしながら、

それは間違いではあるまいか？

一方、真実はひとつである。

何が真実であるか？

それが重要になってくる。

正義よりも、真実のほうが尊い。
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「 Not even justice , I want to get truth ! 」

なんとも味わい深い言葉である。
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大震災に思う。

元旦からの大地震。

成人の日を目前にした、天変地異。

幸せであるはずの、歳のはじめが、

地獄絵図と化してしまった。

この寒空の下で、被災者の方々は、何を思っておられるのであろうか？

食べ物もなく、

水もなく、

暖を取る手立てもなく、

お風呂に入ることもできないのであろう。

多くの方々が犠牲になった、大震災。

国全体、社会全体での、救助や復興支援が最重要事項である。

犠牲になられた方々のご冥福をお祈りしております。
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成人の日を迎えて。

成人の日を迎えて、

皆は何を思うておられるのであろうか？

私には、成人の日の思い出はない。

その日、何をしていたのかも思い出せない。

成人式には出席できなかった。

もう、遠い昔の話である。

それにしても、

被災地で成人の日を迎えられた方々は、

どういう思いなのであろうか？

喜ぶべきはずの日に、

喜べない。

そんな苦しい思いをされておられるのであろう。

成人の日を、迎えることのできなかった方々も、

少なからずおられることであろう。

何もできない自分を省みるたびに、

無力感に押しつぶされている自分自身に、

慄然としてしまうのは、私だけではあるまい。
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一日も早い、被災地の復興をお祈り申し上げます。
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あの日の誓い。

あの日、

二人で、誓い合いましたね。

もう日が暮れていた頃でしょう。

貴方は、

あの日の誓いを守って、

一生懸命、努力を続けておられたのですね。

どんない苦しいことにも、耐え忍んでこられたのですね。

一方、私ときたら、

遊びほうけて、脱落してしまいました。

本当は、

貴方に合わせる顔がありませんでした。

しかしながら、

頑張っておられる貴方に会えて良かった。

でも、貴方は、

あの日のことを憶えておられるのでしょうか？
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生と死（芥川龍之介、マインレンデル、五木寛之、ゴーリキー
から引用 ）

芥川龍之介は、

侏儒の言葉の中で、

マインレンデルの言葉を引用して、

死の魅力について述べている。

実際、芥川も自ら生命を絶った。

確かに、死を選んだほうが楽に思えることもある。

そう思ったことがある人は、少なくあるまい。

私は今でも、

時々、死を思うことがある。

しかしながら、

人は皆、いつかは死ぬ。

memento mori である。

一方、

五木寛之先生は、

生きるヒント３の中で、

ゴーリキーの言葉を引用されている。
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「人生は本当にひどいものさ。

でも、自分で投げ捨てるほどひどくはない。」と。
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得をする算段。（ 小林秀雄の言葉を引用。）

小林秀雄は、その著書の中で、

「不安なら、不安であることから、得をする算段をすればいいだけのことである。」

というようなことを書いていた。

また、宗教家は、

不安なら、不安と一体化しろ。

苦しいなら、苦しみと一体化しろ。

困難があるなら、それから逃げずに、

真正面から取り組め。

そうすることにより、

不安が不安でなくなり、

苦しみが苦しみでなくなり、

困難が困難ではなくなる。

というようなことを書いている。

現代社会では、

不安や苦しみを抱える方は少なくないと思われる。

かくいう私も、その中の一人である。

これから、
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不安や苦しみ、困難から逃げずに、

真正面から取り組んでみようと思う。

案ずるより産むが易し。

当たって砕けろ。

そんなところであろうか？

そうすれば、

何か得をすることがあるかもしれない。
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新潟から城崎への旅。（ ガーネット・クロウを聴きながら ）

昔、新潟の友達の家へ行き、

城崎へと旅をした。

春日山は素晴らしく、

越乃寒梅の旨さは格別であった。

城崎へと向かう途中、

列車の窓から見た日本海は、絶景だった。

残念ながら、石川県にたち降りることはなかった。

本当に、日本海は素晴らしかった。

冬のこととて、荒れていた。

しかしながら、

美しかった。

今回のような大地震を、予想だにしなかった。

一日も早い復興をお祈りいたしております。
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冬の海。（ 能登半島に思いを・・・。）

冬の海。

少しだけ波が荒い。

寂しさが増す。

ホットコーヒーの暖かさが、有り難い。

この海も、

能登半島の海につながっているのか・・・。

そう思うと、

悲しみが増す。

冬の海。

風が冷たすぎる。

能登半島の方々は、

大丈夫なのであろうか？
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弱さの自覚は、強さの自覚に勝る。（ パスカルのパンセにヒ
ントを得て。）

パスカルは、「パンセ」の中で、

「弱さは、それを認識している人よりも、

それを認識していない人に、強く現れる。」

と書いている。

論語に、

「吾未だ剛者を見ず。」とあるように、

本当に強い人などいない。

さすれば、

強くなるためには、

まずは、自分の弱さを認識することから始めるべきなのであろうか？

なんとなく、そんな気がする。
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天に委ねよう。

天に全てを委ねよう。

天は、公平である。

天の下では、皆平等である。

天網恢々疎にして漏らさず。

である。

天の網は粗いが、どんな悪も見逃さない。

たぶん、それと同時に、

どんな善行も見逃さないはずである。

天は公平である。

積善改過に励み、

全てを天に委ねよう。

そうすれば、

全てが上手くゆく・・・。

たぶん・・・。
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愛の欠乏。

愛がないと苦しい。

お金を求めるのも、

名誉を求めるのも、

恋人を求めるのも、

何かを食べるのも、

お酒を飲むのも、

タバコを吸うのも、

愛に飢えているからだと思われる。

何を求めてみても、

何を得ても、

愛がなければ、

苦しむことに変わりはない。

キリスト様が、

「人は、パンのみにて生きるにあらず。」

と言われたことが、味わい深い。

愛がなければ、

何を求めても、
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何を得ても、

何をなしても、

苦しむことに変わりはない。
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ただ真理が知りたいだけ。

何かが欲しい。

ものが欲しい。

名誉が欲しい。

恋人が欲しい。

愛が欲しい。

何か苛々する。

何か不安である。

でも、よく考えると、

冷静に考えると、

ただ、本当のことが知りたいだけ。

ただ、真理が知りたいだけだ。

真理の前では、

皆平等であり、

全ての秘密は暴かれ、

全ての悪は裁かれる。

そして、

全ての善行が評価され、
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全ての善行が報われる。

積善改過を為しながら、

真理に向かって、

一歩々々、

鈍牛のように歩んでいきたいものである。
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朝永博士の量子力学。

朝永博士の量子力学の本を買った。

ノーベル物理学賞を受賞された、あの朝永博士の本である。

７０年以上前に書かれた本だ。

私が生まれるはるか以前のことである。

この本の、元の持ち主の方は、

理系の学生さんだったのであろう。

要点に、赤鉛筆で波線が引いてあり、

所々に書き込みがある。

何とも味わい深く、

歴史の重みを感じる。

この本の、元の持ち主の方は、

今どうなさっているのだろうか？

存命であれば、

９０代であろう。

多分、立派な物理学者になっておられるのであろう。

たぶん・・・。

いや・・・、
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絶対に！
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朝永三十郎博士。

朝永三十郎博士の本を買った。

あの、ノーベル物理学賞を受賞された、朝永振一郎博士の実父である。

タイトルは、

「近世における「我」の自覚史」である。

まあ、哲学史のようなものである。

というか、哲学史そのものであろうか？

あの、「カント」なども登場する。

印刷されたのは、昭和１８年。

なんと、戦時中である。

初版が発行されたのは、

驚くなかれ、大正５年である。

昭和ではなく、大正である。

大正５年は、西暦１９１６年。

現時点から、１０８年前。

関東大震災の７年前。

第一次大戦の２年後である。

何やらすごい本を手に入れてしまった。
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これこそ、歴史を感じる。

いや、

歴史そのものか？
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根性。

私には、根性がない。

要するに、

弱いのだ・・・。

子供の頃から、

「根性を出せ！」

「根性を見せろ！」

などと、

散々言われた。

そのたびに苦しんだ。

でも・・・、

根性って・・・、

一体何なんだろう・・・？
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高等遊民。

夏目疎石の小説の中に、

「高等遊民」

という人たちが登場する。

「高等遊民」

なんか凄そうだ。

しかしながら、

その実態は、

帝大卒なのに、

裕福なので、

仕事をせずに、

学問研究に打ち込んでいる人たちのことらしい。

今で言えば、

高学歴ニート、と言ったところか？

昔からいたんだな、

ニート。

でも、

「高等遊民」と
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ニートって、

根本的なところが違うよね・・・。

たぶん・・・。
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海へ行った。（ サバシスターを聴きながら。）

海へ行った。

車が混んでいた。

途中、

サバシスターの「ジャージ」をリピートしていた。

日常生活の煩わしさから逃れるために、

海へ行った。

しかしながら、

家へ帰ると、また現実に引き戻される。

何もかも投げ出したい。

そう思っていた時、

ニュースで、能登半島地震の報道を耳にした。

能登半島の方々は、大変な苦労をしておられる。

私は、どうでもいいことで、懊悩煩悶していたのだ。

そんなことを考えた。

能登半島の皆様方の無事を祈る。

218



目次

とある物理学者。

１０年ほど前、

とある物理学者に出会った。

元物理学者というべきか？

受験生の方々に、

物理と数学を教えておられた。

京都大学で、

ファインマン物理学を学ばれたとの事だった。

英語版と日本語版の、

ファインマン物理学の本を見せてくださった。

私には、１％も理解できなかったことは、言をまたない。

あれから、１０年ほどたった今、

あの先生の消息は不明である。

今どうしておられるのであろうか？

お元気であればそれでいい。

今でも、

物理と数学を、

受験生の方々に、教えておられるのであろう。
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たぶん・・・。

いや・・・、

きっと・・・。
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コンビニで働いていたあの子。（ ミスチルの「HERO」を聴き
ながら。）

昔、よく行っていたコンビニ。

その頃、そこで働いていた女の子に恋をした。

家からは遠かったけど、

その子に会うために、毎日行っていた。

でも私が、遠くに引っ越すことになり、

そのコンビニには行かなくなった。

最後に行った日も、その子は働いていた。

その日、

「さよなら。」と、

言おうと思ったけど、

言えなかった。

でも・・・、

言った・・・。

「さよなら・・・。」と・・・。

心の中で・・・。

それから、月日が流れ、
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そのコンビニに行ってみた。

ホカ弁屋になってた。

そこの店員さんに聞いてみた。

でも、コンビニのことは知らなかった。

あの子に会えなくなって、随分と長い年月が流れた。

でも、あの子の笑顔は、

今でもはっきりと憶えている。

あの子が・・・、

今でも・・・、

幸せでありますように・・・。
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高校生の頃考えたタイムマシン。（ 過去観測機。）

高校生の頃、考えた。

超高性能望遠鏡を開発する。

次に、

光速を超えるスピードの出るロケットを開発する。

そして、

そのロケットに、望遠鏡を搭載する。

それから、

宇宙を目指して地球を出発する。

そうすれば、

過去の地球を観測できる。

そんなことを考えた。

しかしながら、

相対性理論の本を読んで・・・、

私の夢は打ち砕かれた。

光速より速い乗り物は作れない。

光速に近づけば近づくほど質量が増加する。

絶望感に打ちひしがれた。
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まあ、

今となっては、どうでもいいことだけど。

青春のほろ苦い思い出である。
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収集癖。

私には、収集癖がある。

大したことではないが、

必要のないものが、やたらと買いたくなる。

本、

パソコン、

CD、

ゲーム、

靴、

洋服、

等・・・。

要するに、浪費癖がある。

別に、お金持ちではないのに、

何かを買いたくなる。

五木寛之先生は、著書の中で、

「浪費することによって、精神のバランスをとっている・・・。」

ということを述べておられたと思う。

また、

225



目次

山川健一先生は、著書の中で、

「心に深く傷を負った人は、ものを買い集めるようになる・・・。」

というようなことを書いておられたと思う。

私もどういうわけか、

やたらと、何かが買いたくなる。

やはり、心が深く傷ついており、

精神のバランスを取るために、買い物をするのであろうか・・・？

たぶん・・・、

そうだろう・・・。
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AI。

AIは、

人間が造った天才か？

いや、

むしろ、

神様に近いものかもしれない。

AIは・・・、

人間が造った・・・、

神様に似た何か・・・、

なのかもしれない・・・。
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とある昔話。（ 大根・・・？ ）

子供の頃、ある昔話をテレビで観た。

要約すると、次のような話である。

旅のお坊様が、ある村を訪れた。

雪が降っていた。

冬で食べ物がなかったためか、

誰も泊めてくれなかった。

しかし、

ある、一人暮らしのおばあさんが泊めてくれた。

夕食に、おかゆのようなものを出して、

お婆さんは、どこかへ出て行った。

しばらくして、お婆さんは大根を持って帰ってきた。

そして、その大根を煮物にして出してくれた。

お坊さんは大いに喜んでそれを食べた。

そして、一晩泊めてもらった。

次の日の朝早く、

お坊さんは旅立った。

外に出ると、
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お坊さんは、雪が少し積もった道で、

お婆さんのものと思われる足跡を発見した。

それは、長者様の大根畑へと続いていた。

お坊様は、愕然とした。

しかし、

次の瞬間、再び雪が降り始めた。

その雪が、お婆さんの足跡を消してしまった。

そして、

お坊様は、感謝を込めて合掌し、去って行った。

こんな話であった。

私は、子供心に、

優しい人は、

神様・仏様が守ってくださるのだ、と思った。

雪が降るたびに思い出す。

私も、優しい人になりたいものである。
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父親の存在。（ 父の日ではない日こそ。）

昔、父の日に新聞を読んでいた。

すると、ある記事が目に着いた。

井上靖先生の話が掲載されていた。

詳しいことは忘れた。

ただ、次のようなことが書かれていた。

「・・・父親がいなくなって、風通しが良くなった・・。」

そのようなことであったと記憶している。

その意味するところは、

井上靖先生のお父君がお亡くなりになって、

自分に対する風当たりが強くなった・・・、

というようなことであったと思う。

大作家である、あの井上靖先生ですらそうなのだ・・・。

ましていわんや、我々凡人をや、である。

父親の存在は偉大である。

存在するだけで、

家族を護っているのである。

時には、
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お互い苛々することもある。

しかしながら、

感謝の気持は忘れずにいたいものである。

宗教家によれば、

神様に感謝しても、

両親に感謝しなければ、

神様は、救いたくても、救えないそうである。

父の日、母の日ではない日こそ、

お父さん、お母さんに感謝しよう。
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全集。

小林秀雄であっただろうか？

誰かの本に、

「・・・一人の作家を理解するためには、

その全集を読むのが一番良い・・・。」

というようなことが書いてあった。

私は全集を持っていない。

大学に入りたての頃、

西荻の書店に、

芥川龍之介の全集が並んでいた。

私は、喉から手が出るほど欲しかった。

しかしながら、

貧乏学生に手が出せる値段ではなかった。

それから数年後、

文庫版の芥川全集の第一巻を購入した。

嬉しかったが、

あまり読まなかった。

その本は今でも持っている。
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また読んでみようか・・・。

それにしても・・・、

購入したいものである・・・、

文学全集・・・。
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あの日・・・、ハンバーガー・・・。

昔、ガールフレンドがいた。

ある日、

「・・・今度来るとき、ハンバーガー買ってきて・・・。」

と言われた。

それで・・・、

ぼくは・・・、

次の週・・・、

ハンバーガーを二個買っていった・・・。

でも・・・、

彼女はいなかった・・・。

いろんな人に聞いた・・・。

でも、

彼女には会えなかった・・・。

そして、

家に帰って・・・、

ハンバーガーを二個食べた・・・。

あの子・・・、
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今どうしてるのかな・・・。

元気だといいな・・・。
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小野道風。（ なんべんも、なんべんも。）

昔、学校の授業で、

小野道風さんの話を習った。

道風さんは、書道の達人だった。

それでも、

何度書いても、納得のいかないことがあった。

それで、雨の中、散歩に出かけた。

すると、一匹の蛙が柳の枝に飛び移ろうとしていた。

しかし、

何度飛び上がっても、柳の枝には届かなった。

そして、

何度も飛び上がっているうちに、

とうとう、柳の枝に飛び移った。

それを見た道風さんは感動した。

それから、

家に帰って、

なんべんも、なんべんも書いた。

そして、納得のいく書が出来上がった。
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確か、そんな話だったと思う。

失敗しても、

くじけずに、

続けていけば、

上手く出来るようになる。

ということであろう。

私も、

それを見習い、

なんべんも、なんべんも・・・、

チャレンジしたいものである。
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百科事典。

子供の頃、

百科事典を買ってもらった。

一セット、二十巻くらいあった。

ケース入りのハードカバーで、

割と上等な本だった。

そして、カラー印刷で、写真まで掲載されていた。

私にとっては、非常に有難かった。

別に、一ページずつ読んだわけではなかったが、

勉強の合間に、

パラパラと捲ってみたものだった。

今でもよく憶えているのは、

地中海料理とインド料理の写真である。

何でそんなものを憶えているのかは・・・、

謎である・・・。

今では、その百科事典は手元にはない。

しかしながら、

時々懐かしく思い出す。
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また欲しくなった・・・、

百科事典が・・・。
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大切なことほど、忘れてしまう。

私は、大切なことほど忘れてしまう。

有り難いことに気が付かないことがある。

或いは、当たり前だと思ってしまう。

何気ない日常が、

本当は、有り難いことである、

ということを。

冷静になると、思い出すのだが、

日常生活の煩わしさのためか、

ついつい、忘れてしまう。

この、何の変哲もない日々が、

本当は有り難いということを。

だから、

一日一日を大切に、

感謝の気持ちを忘れずに、

生きていきたいものである。
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キリスト様のように・・・、或いは・・・、巨人アトラスのよ
うに・・・。

宗教家の話では、

キリスト様は、

全人類の罪を帳消しにするために、

敢えて、十字架に張り付けにされたということである。

また、

ギリシャ神話の巨人アトラスは、

神々と闘って、負けた罰として、

地球を支えることを命ぜられたそうである。

そこで、私は考えた。

我々一人一人が・・・、

全員・・・、

キリスト様や、巨人アトラスのように・・・、

全人類の罪を引き受ける・・・、

或いは、地球を（ 全人類を ）支える・・・、

そういう気持ちで生きていけば・・・、

皆が仲良く・・・、
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幸せになれるのではなかろうか・・・？

なんとなく・・・、

そんな気がする・・・。
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Kへ。

K・・・、

お前はまだ、踏ん張っているんだな・・。

昔は、いつも一緒にいた・・・、

今では遠く離れてしまったな・・・。

よく、長電話した・・・、

「君は天然色」に登場する主人公たちのように・・・。

一緒に、どこにでも行ったな・・・。

でも・・・、

今では・・・、

離れ離れだ・・・。

だが、

想い出は消えないな・・・。

「マルタの鷹」、送ってくれてありがとう・・・。

Zoom飲み会で、会えて良かった・・・。

BMの Tシャツ、よく似合ってた・・・。

またいつか会おう・・・。

K・・・。
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剣道五段の男。

若い頃、

工事現場の警備員のバイトをしていた。

通常、二人一組で仕事をした。

ある日、一人の男と組んで仕事をした。

その男は、剣道五段だった。

子供の頃から、大学まで剣道を続けたとの事である。

剣道五段とは、相当凄い。

そして、

私は、疑問に思った・・・？

剣道五段だったら、

剣道の先生になれるのでは・・・？

そこで、その旨伝えた。

そうすると、その男はこう言った。

「・・・得意なことと、やりたいことは違う・・・。」と。

私は愕然とした。

そこで、私は尋ねた・・・。

「・・・やりたいこととは何なんだ・・・？」
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その男は言った・・・。

「・・・車を運ぶ車、キャリアカーの免許を取得したい・・・。」と。

その免許を取得するための、資金を稼ぐためにバイトしているとの事だった。

キャリアカーのドライバーは給料が良いらしい。

それから、長い年月が経過した・・・。

あの男は・・・、

キャリアカーのドライバーになれたのであろうか・・・？

そして・・・、

剣道は続けているのであろうか・・・？

キャリアカーを見かけるたびに、そう思う・・・。

剣道五段の男・・・。
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謝るということ。

私は、直ぐに謝る。

自分は悪くない、と思っていても、

謝る。

世の中には、

謝らない人も多い。

しかしながら、

宗教家によれば、

先に謝ったほうが勝ちだそうである。

確かに、謝ることは大変だ。

勇気が必要であり、苦痛を伴う。

その上、許してもらえるとは限らない。

それでも、

謝ってしまえば、少しは楽になる。

少なくとも、

意地を張って、謝らないよりはマシである。

世の中には・・・、

謝ることが出来る人間と・・・、
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謝ることが出来ない人間・・・、

その二種類の人間がいる。
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挨拶。

安岡正篤先生の著書に（ もしかしたら別の先生の著書であったかもしれない。）、

挨拶とは、ただ他人に礼を尽くすだけではない。

相手を拝むことによって、自分自身を拝んでいるのだ・・・。

というようなことが書いてあった。

なるほど・・・、

と、妙に納得した。

挨拶をしない人、

挨拶ができない人も少なくない。

挨拶もろくにできないようでは、

人として如何なものかと思う。

これだけは言える・・・。

世の中には・・・、

挨拶が出来る人と・・・、

挨拶ができない人がいる・・・。
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鳩の巣キャンプ場・貴方の想い出。（ ガーネット・クロウを聴
きながら。）

学生時代・・・、

初めての合宿・・・。

鳩の巣キャンプ場・・・。

貴方と出会った・・・。

あの頃は、二人共若かった・・・。

音楽の話で盛り上がった・・・。

意気投合した・・・。

ホット烏龍茶で、カップ麺つくって・・・、

笑われたっけ・・・。

貴方とは、良き友人になった・・・。

貴方は、先輩と結婚した・・・。

それは私も嬉しかった・・・。

貴方は、ずっと幸せに暮らしていると思ってた・・・。

そんな矢先・・・、

貴方の訃報が・・・。

信じられなかった・・・。
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泣くことすら出来なかった・・・。

貴方は若いまま・・・、

逝ってしまった・・・。

日常生活の煩わしさで・・・、

貴方のことを忘れてしまいそうになる・・・。

でも・・・、

ふと我に返ると・・・、

思い出すのは・・・、

貴方のことです・・・。

何故そんなに早く・・・。

優しかった貴方・・・。

私のことを・・・、

見守ってくれていますか・・・？

優しかったあなた・・・。
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こころのかけら・・・。

こころのかけら・・・。

くだけちった・・・、

こころのかけら・・・、

あつめましょう・・・。

ひとつのこらず・・・、

あつめましょう・・・。

くだけちった・・・、

こころのかけら・・・、

あつめましょう・・・。
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台湾。

台湾。

昔、旅行に行った。

６月の台湾は、蒸し暑かった。

残念ながら、一人旅ではなかった。

社員旅行だった。

私には、一人で海外へ旅する度胸はない。

日本と似ていて、

違う国。

山川や、家屋も、似てはいたが、違っていた。

日本人に対しては友好的だった。

日本人であるというだけで、

VIPカードなるものをもらった。

買い物に便利なためだったっけ。

台北の１０１．

九份砦。

夜店の屋台。

どれもこれも、物珍しかった。
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台湾の人々には、

我々日本人が失くしてしまった、

訳のわからないエネルギーがあった。

もう一度、行ってみたいものである。

台湾・・・。
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辞書。

私は本が好きである。

しかし、

辞書は、それほど好きではなかった。

でも、最近・・・、

辞書に目覚めた・・・。

世間には、

辞書マニアなる人がいて、

同署の辞書を何十冊も持っているとか・・・。

それに比べれば、私などは子供だましであるが・・・、

国語辞典、

漢和辞典、

英和辞典、

和英辞典、

独和辞典、

仏和辞典、

中日辞典・・・、

等、、、、
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購入してしまった・・・。

もっと欲しい・・・。

なんで、辞書なんて欲しくなったんだっけ・・・？

忘れた・・・。

でも・・・、

やっぱり・・・、

辞書って・・・、

いいね・・・。
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Foolの勇猛心。

真面目に生きていれば・・・、

嫌なこともあろう・・・、

いじわるされることもあろう・・・、

バカにされることもあろう・・・、

死にたくなることもあろう・・・。

それでも・・・、

勇猛心を奮い起こして・・・、

生きていこう・・・。

愚か者として・・・、

生きていこう・・・。

馬鹿なやつだと嗤われ・・・、

罵られながら・・・、

生きていこう・・・。

foolの勇猛心を奮い起こして・・・。

ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャのように・・・。

いや・・・、

アロンソ・キハナのように・・・。
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弱者と強者・善人と悪人。

安岡正篤先生は、著書の中で述べておられる。

パスカルは次のように書いているそうだ。

「・・・善人が強くなるか、強者が善くなる以外に、人間は救われない・・・。」と。

安岡先生によれば、

善人は概して弱く、

悪人は概して強いそうだ。

また、

善人は、あまり団結しないが、

悪人は、よく団結するそうである。

そして、

善人のことは、善党とは言わないが、

悪人は、一人でも悪党という・・・。

等と述べておられる。

確かに、世の中、

いい人は概して弱く、

意地悪な人は、概して強いように思える。

やはり、
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パスカルの言うように、

善人に強くなってもらうか、

強者に善くなってもらはなければ、

我々は救われないのか・・・？
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立春大吉。（ 暦の上では春が来た。）

立春を迎えた。

暦の上では、春になった。

朝晩は冷え込むが、

兎にも角にも、

立春である。

立春大吉と書いた紙を、

柱に貼ると縁起が良いとか。

心新たに、

積善改過に励もう。
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Kよ・・・。

Kよ・・・、

お前はあの時・・・、

本当は・・・、

何を言いたかったんだ・・・？

俺は何も言えなかった・・・。

「さよなら。」とさえ・・・。

ただ・・・、

「じゃあ・・・。」、

そう言った・・・。

お前もそう言ったな・・・。

俺はお前に・・・、

本当は・・・、

何と言って欲しかったのだろうか・・・？

そして・・・、

俺は・・・、

お前に・・・、

本当は・・・、
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何と言いたかったのだろうか・・・？
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１０万キロ突破。（ さすがはヴィッツ・さすがは TOYOTA。）

愛車が１０万キロを突破した。

母から譲り受けたヴィッツだ。

型は古いが、丈夫だ。

TOYOTAらしい堅牢性がある。

加速力もある・・・。

ただ・・・。

燃費が・・・。

まあ、それはいい・・・。

最初の愛車、スターレットの後継車だ。

それに、何と・・・、

TOYOTAは、南アフリカ向けに、

数年前から、スターレットを販売しているらしい。

TOYOTA恐るべし・・・。

スターレットといい、ヴィッツといい、

TOYOTAのコンパクトカーは、

異様なまでに優れている。

ヴィッツよ・・・、
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まだまだ一緒に走ろうぜ！
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過去は変えることができない・・・、未来は・・・。

過去は・・・、

変えることだ出来無い・・・。

未来は・・・、

やはり・・・、

変えることができない・・・。

変えることが出来るのは・・・、

今だけ・・・、

この瞬間だけ・・・。

今・・・、

この瞬間を変えれば・・・、

過去も・・・、

未来も・・・、

変えることが・・・、

出来る・・・、

かもしれない・・・。

ジョン・ホイーラー・・・。

強い人間原理・・・。
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ではないが・・・。
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安全運転。

安全第一である。

細心の注意を払って、安全運転しているつもりである。

しかし、それでも、

ヒヤリとすることがある。

注意に注意を重ねても、

時には、ハットすることもある。

とにかく安全運転で行こう。

譲り合いの精神を大切に。

人に優しい運転を。

266
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私が不安を感ずるときは・・・。

私が・・・、

不安を感ずるとき・・・、

恐怖を感ずるとき・・・、

苛々するとき・・・、

その他、負の感情の湧きいずる時は・・・、

必ず・・・、

自分の心が間違っている・・・。

或いは・・・、

自分の行いが間違っている・・・。

もしくは・・・、

自分の言葉が間違っている・・・。

色んな本を読んで・・・、

最近気づいた・・・。

自分を正しく制御して・・・、

積善改過に励みたいものである・・・。
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言霊。

言霊・・・。

言葉には力があるという・・・。

文字にも力があるという・・・。

良書にも力があるという・・・。

祝詞や念仏には・・・、

もの凄い力があるはずである・・・。

とにかく・・・、

言葉には力がある・・・。

言霊とも言うように・・・、

言葉には霊が宿る・・・。

だからこそ・・・、

良い言葉・・・。

正しい言葉・・・。

明るい言葉を使うように心掛けたい・・・。

そうすれば・・・、

心も・・・、

体も・・・、
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表情も・・・、

性格も・・・、

運命も・・・、

人生も・・・、

明るく、正しくなるのではあるまいか・・・？
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弱い人ほど・・・、善を為すほうが良い・・・？

安岡正篤先生の著書によれば、

孟子は、

「・・・小国で力が弱けれが弱いほど、善を為すのが最善の方法である・・・。」

と述べているそうである。

そこで、私は考えた・・・。

これを、国から人に置き換えれば、

「・・・小人で力が弱ければ弱いほど、善を為すのが最善の方法である・・・。」

となる。

すると・・・、

私は弱いから・・・、

善を為すのが最善の方法である・・・。

となる・・・。

積善改過の最大の意義は、ここに有るのか・・・？

兎に角・・・、

積善改過に励もう・・・！
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強さと弱さは・・・、表裏一体・・・？

安岡先生が著書の中で、

長所と短所について述べておられる。

人にはには皆、長所と短所がある。

長所と短所は別物ではなく、

渾然一体となっている。

そして、

長所は短所でもあることが多く、

短所は長所でもあることが多い。

そこで、

どうやって短所を長所にするか、

どうやって、長所を短所にしないかが重要である・・・。

・・・と・・・。

そこで私は考えた・・・。

長所と短所を・・・、

強さと弱さに、置き換えるのだ・・・。

すると・・・、

人には皆、強さと弱さが有り・・・、
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強さと弱さは別物ではなく・・・、

渾然一体となっている・・・。

そして・・・、

強さは弱さであることが多く・・・、

弱さは強さであることも多い・・・。

そこで・・・、

どうすれば・・・、

弱さを強さに変えることが出来るか・・・？

どうすれば・・・、

強さを弱さにしないですむか・・・？

そういうことが・・・、

重要となってくる・・・？

暦の上では春になった夜・・・、

そんなことを考えた・・・。
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世捨て人。

小林秀雄は、

「・・・世捨て人とは世を捨てた人ではなく、世から捨てられた人である・・・。」

と書いている。

なる程と思う。

世捨て人を気取っていると、

寂しくも有り、

苦しくもある。

正しく、

世間、社会から捨てられたと感じるものである。

生きるためには・・・、

苦しくとも・・・、

世間・・・、

社会・・・、

他人と関わって生きる以外に道はない・・・。

私も・・・、

世に捨てられないように・・・、

真面目に働き・・・、
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積善改過に励みたいものである・・・。
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大いに笑おう。

「・・・楽しいから笑うんじゃない、笑うから楽しいんだ・・・。」

ウイリアム・ジェームスは、そう言ったらしい。

とはいえ・・・、

楽しくもないのに・・・、

笑えない・・・。

そう思うのが人情である。

しかしながら・・・、

無理矢理にでも笑ってみると・・・、

そうでなくとも・・・、

無理やり笑顔になってみると・・・、

・・・なんだか少し楽しいような気が・・・、

・・・少なくとも・・・、

・・・少し・・・、

・・・楽になる・・・。

兎に角・・・、

笑っていれば少しは楽になる・・・。

ならば・・・、
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ずっと笑っていれば・・・、

ずっと幸せである・・・、

かもしれない・・・。

276



目次

万年筆。

万年筆・・。

軸が太く・・・、

書きやすい・・・。

カートリッジ式ではなく・・・、

コンバーター式・・・。

高級品ではない・・・。

７００円で買った・・・。

しかしながら・・・、

モンブランよりも・・・、

ウオーターマンよりも・・・、

尊いものである・・・。

私にとっては・・・。

277



目次

Yへ。

会えなくなって・・・、

随分と経ったな・・・。

電話や、メールじゃ・・・。

あの日・・・、

あの地震で全てが変わったな・・・。

真っ先に・・・、

Y・・・、

お前のことが心配になった・・・。

その日は・・・、

電話がつながらなかった・・・。

i modeの安否確認サイトでも・・・、

お前の名前は見当たらなかった・・・。

次の日・・・、

お前の携帯につながって・・・、

お前の声を聞いた時・・・、

ほっとして・・・、

胸をなでおろしたぞ・・・。
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緊急対策本部・・・、

大変だったな・・・。

お互い元気なうちに・・・、

また会おうな・・・。

Yよ・・・。
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とあるバイク屋。

若い頃・・・、

安いバイクを買った・・・。

中古で、１２万くらいだった・・・。

街中の、古ぼけたバイク屋で買った・・・。

その店の主人は、中年ではあったが・・・、

夏八木勲に似た男前だった・・・。

今でもよく憶えているのは・・・、

その店主が・・・、

「・・・日本男児たるもの、バイクのひとつくらい乗らなければ・・・。」

と言ったことである。

少し大げさではあるが・・・、

その時は、妙に感心したものだった・・・。

それから長い年月がたった・・・。

その時買ったバイクも売ってしまった・・・。

あのバイク屋は・・・、

今でも存在するのだろうか・・・？

そして・・・、
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あの店主は・・・、

今でも元気なのであろうか・・・？
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牛丼太郎。

ああ・・・、

牛丼太郎・・・。

懐かしの・・・、

牛丼太郎・・・。

想い出の・・・、

牛丼太郎・・・。

今では・・・、

存在するのだろうか・・・？

牛丼太郎・・・。

２００円で牛丼が食えた・・・。

生野菜サラダは・・・、

確か・・・、

１００円位だった・・・。

３００円で、お腹いっぱいになった・・・。

貧乏学生にとっては、ありがたい存在だった・・・。

ありがとう・・・。

牛丼太郎・・・。
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永遠に・・・。
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目次

とある物理学教授の想い出。

学生時代・・・、

どういうわけか・・・、

物理学を受講していた・・・。

テキストは・・・、

「電磁気学演習」・・・。

全く理解できなかった・・・。

ただ・・・、

一つだけ記憶していることがある・・・。

それは・・・、

先生が・・・、

「・・・プラスの宇宙と、マイナスの宇宙がある・・・。」

と述べておられたことだ・・・。

その先生も・・・、

今では鬼籍に入っておられる・・・。

時々・・・、

懐かしく思い出す・・・。

テキストは・・・、

284



目次

無くしたが・・・、

再び購入した・・・。

・・・なんか懐かしすぎて泣きそうだ・・・。
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目次

ノッポさんの想い出。

学生時代・・・、

ノッポさんがやって来た・・・。

大学で講演されたのだ・・・。

ノッポさんは・・・、

本当にノッポだった・・・。

身の丈抜群で、矍鑠としておられた・・・。

講演が終わり・・・、

質問コーナーになった・・・。

私は思い切って手を上げた・・・。

ノッポさんは、確かに私のことを指名しているように思われた・・・。

そこで私は立ち上がり・・・、

マイクが回ってくるのを待っていた・・・。

ところが、である・・・、

進行役の男が・・・、

別の学生にマイクを渡した・・・。

座が白けた・・・。

そんな想い出がある・・・。
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ノッポさんは・・・、

今ではこの世の人ではない・・・。

心から・・・、

ノッポさんのご冥福をお祈りいたします・・・。

287
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東洋古典。

苦しい時には・・・、

東洋古典・・・。

迷ったら・・・、

東洋古典・・・。

死にたくなったら・・・、

東洋古典・・・。

兎にも角にも・・・、

東洋古典・・・。

安岡先生も、

「・・・逆境の時こそ、古教に学べ・・・。」

と、言っておられる・・・。

小林秀雄は（ もしかしたら別の人だったかもしれない。）、

「・・・頭脳を鍛えるためには、西洋の学問が必要であるが、

精神を鍛えるためには、東洋の学問が必要である・・・。」

というようなことを書いていた・・・。

我々日本国民の原点である東洋古典・・・。

苦しい時こそ・・・、
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原点回帰・・・。

東洋古典を学ぼう・・・。
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文化と culture.

小林秀雄によれば、

「・・・文化という言葉は、元々中国の言葉であり、武力によらずに民を教化する・・・。」

という意味らしい・・・。

それを、cultureという言葉の翻訳に当てはめたということである。

それを読んでからというもの・・・、

私は、文化という言葉を使うのが嫌になった・・・。

言葉というものは難しいものである・・・。

また、翻訳というものも難しいものである・・・。

何気なく使った言葉で・・・、

大いなる誤解を生ずることもある・・・。

ヴァレリーの・・・、

「・・・せめて人が誤解し合えるように、理解し合えれば・・・。」
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誠実・・・（朝日文庫・中国古典先２０・史記三より引用）・・・。

「誠実とは美しいものである。だが、哀しいものでもある。どんなに誠実をつくしても、
他人に理解されぬことがある。理解されぬばかりか、誤解される場合さえ少なくない。そ
れでもなお誠実をささげつづける。
そもそも理解されることを期待する誠実は、すでに真の誠実ではなかろう。
他人どころか、みずからでさえ意識しない誠実、強いていうなら、神のみが知る誠実こ
そ、まことに美しい。」

これは・・・、

最近読んでいる本からの引用である・・・。

といっても、最近の本ではない・・・。

結構古い本である・・・。

朝日文庫・中国古典選２０・史記三からの引用である・・・。

まあ・・・、

そんなにしっかり読んでいるわけではない・・・。

ただ・・・、

素晴らしいことが書かれていたので・・・、

衝撃を受けた・・・。

洋の東西を問わず・・・、

古典に親しむと・・・、

本当に良い文章を発見するものである・・・。

人生の奥深さ・・・、

495



目次

人間学・・・、

どう生きるべきか・・・？

そんなことを・・・、

考えさせられる・・・。

古典に帰ろう・・・。

原点回帰だ・・・。

そして・・・、

積善改過に励もう・・・。

496



目次

人間の・・・欲・・・。

論語にある・・・、

「・・・吾、未だ剛者を見ずと・・・。」

人間が強くないのは・・・、

欲があるからだそうである・・・。

仏教でも・・・、

恐怖や苦しみは・・・、

欲から生じると言われているらしい・・・。

私は・・・、

欲の塊である・・・。

であるから・・・、

なかなか強くなれないのであろう・・・。

欲を捨てたら・・・、

強くなれるのであろうか・・・？

欲を捨てて・・・、

強くなりたいものである・・・。

497



目次

「福と禍とは、慎むと慎まざるにあり。」・・・白楽天の言葉・・・。
（ 貝原益軒の「養生訓」・・・松田道雄訳より引用・・・。）

「福と禍は、慎むと慎まざるにあり。」

とは・・・、

白楽天の言葉らしい・・・。

貝原益軒の・・・、

「養生訓」に書いてあった・・・。

これは・・・、

謙虚利中・・・、

地山謙・・・、

等に通ずるものであろうか・・・？

何事も・・・、

慎むことが・・・、

大事なようである・・・。

498



目次

睡眠は・・・少ないほうが良い・・・？

貝原益軒は・・・、

「養生訓」の中で述べている・・・。

欲は少ないほうが良い・・・。

食欲・・・、

色欲・・・、

睡眠欲・・・。

な・・・、

何と・・・、

睡眠まで少ないほうが良いとは・・・。

食欲・色欲が少ないほうが良いのは・・・、

何となく理解できる・・・。

しかしながら・・・、

睡眠まで少ないほうが良いとは・・・。

現代の医師の方々は・・・、

どう思われるであろうか・・・？
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目次

この時期は・・・疲れる・・・。

この時期は・・・、

疲れる・・・。

暑くなったり・・・、

気温が下がったり・・・、

天気が良かったり・・・、

雨が降ったり・・・。

まだ・・・、

暑さに慣れていない・・・。

エアコンにも・・・、

慣れていない・・・。

暑いのも辛いが・・・、

エアコンが効きすぎているのも・・・、

なんか辛い・・・。

この時期は・・・、

何だか・・・、

疲れる・・・。

500



目次

３５８・・・。

３５８・・・。

スウェーデンボルグによれば・・・、

３５８という数字には・・・、

特別な意味があるらしい・・・。

「神が汝のもとに在すように・・・。」

という意味だそうだ・・・。

うーん・・・。

本当かなあ・・・？

ナンバーズ３で・・・、

３５８を・・・、

買い続けたら・・・、

もしかすると・・・、

当選する・・・、

かもしれない・・・。

501



目次

雨の日曜日・・・海へ・・・。（ ガーネット・クロウ「夢のひ
とつ」を聴きながら・・・。）

雨の日曜日・・・、

海へ行った・・・。

何時もとは・・・、

違ったルートで・・・。

ガーネット・クロウの・・・、

「夢のひとつ」を・・・、

リピートし続けていた・・・。

何だか・・・、

不思議な感じだった・・・。

全く違った場所へ向かっているような気がした・・・。

何時もとは・・・、

違う道を通るのも・・・、

良いことなのかもしれない・・・。

ただ・・・、

帰りは・・・、

同じルートだった・・・。
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目次

そして・・・、

また・・・、

日常生活に・・・、

引き戻された・・・。

503



目次

「本当に大切なことは、目に見えないんだよ。」（ サン・テグ
ジュペリ「星の王子さま」より引用・・・。）

星の王子さまは言った・・・、

「本当に大切なことは、目に見えないんだよ。」

本当に素晴らしい言葉である・・・。

多くの人が・・・、

子供の頃から知っている・・・。

しかしながら・・・、

本当に理解しているのであろうか・・・？

我々は・・・、

目に見える現象に惑わされているのではあるまいか・・・。

そのため・・・、

本当に大切なことが見えていなかったり・・・、

誤解しているのではなかろうか・・・？

要するに・・・、

心の目で見ていない・・・。

心の目が開かれていない・・・。

私は特にそうである・・・。

504



目次

心の目を開いて・・・、

本当に大切なことを見よう・・・。

目に映る現象に・・・、

惑わされないように・・・。

505



目次

真実の中に嘘が有り・・・嘘の中に真実がある・・・？

逆説的ではあるが・・・、

真実の中に嘘が有り・・・、

嘘の中に真実がある場合も有る・・・。

「嘘から出た真」・・・か・・・？

また・・・、

正義の中に悪が有り・・・、

悪の中に正義が有る場合も有る・・・。

「善中の悪」・・・か・・・？

それに・・・、

強さの中に弱さが有り・・・、

弱さの中に強さが有る場合も有る・・・。

「強いは弱い、弱いは強い」・・・か・・・？

考えれば考えるほど・・・、

わからなくなる・・・。

506



目次

成功にたえられない人もいる・・・？（カール・メニンジャー
「おのれに背くもの」より引用・・・。

「・・・世の中には成功にたえられない（ 成功するのがこわい ）、

何をやらせてもうまくやってのけるくせに、どうしても成功することだけはできないと
いうことを

身を持って実証している人が多ぜいある・・・。」

と・・・、

カール・メニンジャーは・・・、

「おのれに背くもの」の中で述べている・・・。

顕在意識と・・・、

潜在意識では・・・、

全く異なる意思を持っている・・・、

ということなのであろうか・・・？

顕在意識では、成功したいと思っているが・・・、

潜在意識では、成功したくないと思っている・・・、

ということなのであろうか・・・？

不思議でも有り・・・、

恐ろしくも有る・・・。

別の本で読んだが・・・、

507



目次

引きこもりは・・・、

親に対する復讐心が原因である・・・、

という説もあるらしい・・・。

とにかく・・・、

潜在意識というものは・・・、

やっかいなものである・・・。

潜在意識にある・・・、

インナーコンプレックスを解消すれば・・・、

皆が成功し・・・、

幸せになれるのであろうか・・・？

508



目次

暗夜行路・・・。

小林秀雄は・・・

志賀直哉を絶賛している・・・。

特に・・・、

暗夜行路を・・・。

そこで・・・、

私は・・・、

暗夜行路を買って・・・、

読んでみた・・・。

だが・・・、

そんなに・・・、

面白いとは・・・、

思わなかった・・・。

やはり・・・、

小林秀雄と・・・、

私とでは・・・、

頭の出来が違いすぎる・・・。

当然のことではあるが・・・。

509



目次

ギリシャ文字・・・。

ギリシャ文字・・・。

難しい・・・。

というか・・・、

憶えられない・・・。

しかしながら・・・、

何とか・・・、

マスターしたい・・・。

それにしても・・・、

ギリシャ文字は・・・、

難しい・・・。

510



目次

不条理同盟の男たち・・・変人・・・？（ ガーネット・クロ
ウ「短い夏」を聴きながら・・・。）

学生時代・・・、

不条理同盟と名乗っている・・・、

変わり者の・・・、

二人の男がいた・・・。

一人は、剣道二段の変わり者・・・、

もう一人は・・・、

シルベスタ・スタローンに顔だけ似ている、小柄な男・・・。

二人とも、変人だった・・・。

当時の私は・・・、

彼らを・・・、

ただの変人と思っていた・・・。

しかしながら・・・、

社会に出てからは・・・、

彼らのほうが正しいのでは・・・？

と、思うようになった・・・。

大学卒業後・・・、

511



目次

彼らとは会っていない・・・。

彼らは・・・、

元気でいるのであろうか・・・？

そして・・・、

不条理同盟は・・・、

今でも存在するのであろうか・・・？

時々思い出す・・・。

不条理同盟の男たちのことを・・・。

512



目次

Καγησπερα・・・。

ネットで・・・、

日本語を学んでいるという、ギリシャの方に・・・、

Καγησπερα・・・、

と・・・、

メッセージを送った・・・。

カリスペラ・・・、

こんばんは・・・、

ただ・・・、

それだけのことではあるが・・・、

喜んでいただいた・・・。

そのギリシャの方の日本語は・・・、

ほぼ完璧であった・・・。

私は・・・、

ギリシャ語を習得しようと励んでいるのだが・・・、

未だに・・・、

ギリシャ文字が・・・、

憶えられない・・・。

513



目次

何とか・・・、

ギリシャ語をマスターして・・・、

ギリシャの方と・・・、

ギリシャ語で・・・、

メールのやり取りをしたいものである・・・。

いつの日か・・・、

ギリシャに旅行して・・・、

パルテノン神殿を・・・、

実際に見てみたいものである・・・。

Seeing is Believing・・・、

である・・・。

514



目次

今年も・・・半年が・・・過ぎ去った・・・。

６月も・・・、

最終日・・・。

今年も・・・、

半年が・・・、

過ぎ去った・・・。

な・・・、

何と・・・、

今年・・・、

もう・・・、

半分も・・・、

過ぎ去ってしまったのか・・・？

よく考えると・・・、

恐ろしい・・・。

一日一日を・・・、

大切に・・・、

生きていこう・・・。

515



目次

対人不安は・・・自分を・・・愚か者だと思えば・・・楽にな
るらしい・・・。（ 観音経の解説書より引用・・・。）

観音経の解説書に書いてあった・・・。

対人不安を緩和するには・・・、

自分を・・・、

愚か者だと思えばいい・・・、

・・・と・・・。

成るほど・・・、

自分をよく見せようと思うから・・・、

不安になるのだ・・・。

自分をよく見せようと思わなければ・・・、

不安が減るのであろう・・・。

まあ・・・、

私は・・・、

生まれながらの・・・、

愚か者であるが・・・。

516



目次

久しぶりの旅・・・。

久しぶりの・・・、

旅・・・。

新幹線に乗って・・・。

何年振りだろうか・・・？

久しぶりの街・・・。

旅に出ると・・・、

いろんなことを、考えさせられる・・・。

日ごろの自分が・・・、

どんなに・・・、

愚か者であるか・・・、

いろんな人に迷惑をかけ・・・、

どれほど人を傷つけているのであろうか・・・？

これからは・・・、

少しでも・・・、

人のために生きて行こう・・・。

そして・・・、

正しく生きて行こう・・・。

517



目次

新紙幣・・・。

紙幣が・・・、

新しくなった・・・。

とはいえ・・・、

まだ・・・、

実物は見てない・・・。

今は目新しくとも・・・、

そのうちに・・・、

慣れてしまうのであろう・・・。

よく考えると・・・、

慣れるということは・・・、

恐ろしいものである・・・。

518



目次

ただ・・・ひたすら・・・暑い・・・。

暑い・・・。

とにかく・・・、

暑い・・・。

暑すぎる・・・。

溶けてしまいそうである・・・。

暑い・・・、

とにかく・・・、

暑い・・・。

519



目次

空手チャンピョン・・・の・・・兄・・・。

昔・・・、

職場に・・・、

空手チャンピョン・・・、

・・・の・・・お兄さんがいた・・・。

彼は・・・、

ラオウのような体格であった・・・。

・・・が・・・、

顔は・・・、

人の良さそうな・・・、

面白い顔をしていた・・・。

彼も空手家だった・・・。

「・・・私が空手教えたんですけど、弟の方が強くなっちゃいました・・・。」

等と話していた・・・。

その後・・・、

彼も私も・・・、

その職場を去った・・・。

それから・・・、

520



目次

随分と長い年月が過ぎ去った・・・。

彼は今も元気でいるのであろうか・・・？

そして・・・、

空手チャンピョンだった弟さんは、どうしておられるのであろうか・・・？

時々思い出す・・・、

空手チャンピョンの兄のことを・・・。

521



目次

真夏のチョコレート・・・。

真夏にも・・・、

チョコレートを食べる・・・。

暑さで・・・、

とろけた・・・、

チョコレート・・・。

食べづらいが・・・、

結構うまい・・・。

私は・・・、

真夏の・・・、

チョコレートが・・・、

好きだ・・・。

522



目次

東大理系卒の英語講師・・・。

学生時代・・・、

英語の先生は・・・、

東大理系卒だった・・・。

もちろん・・・、

私が通っていたのは東大ではない・・・。

ただの私立大学である・・・。

当時、私は不思議であった・・・、

何故・・・、

東大理系卒の先生が・・・、

私立大学で、英語の先生をなさっているのか・・・？

今となっては・・・、

何となく理解できるのだが・・・。

テキストは・・・、

「JAPAN:IT’S NOT ALL RAW FISH」

・・・学生たちは・・・、

刺し身本と呼んでいた・・・。

私は・・・、

523



目次

単位を落とした・・・。

まさか・・・、

英語の単位を落とすとは思っていなかった・・・。

そして・・・、

補講で・・・、

同じ先生の講義を履修した・・・。

補講では・・・、

毎日予習していった・・・。

すると・・・、

よく理解できた・・・。

「日本の大学生は勉強しない・・・。」

と言われるが・・・、

本当に、その通りであった・・・。

少なくとも・・・、

私は・・・。

ちゃんと予習すれば・・・、

色んな事を学べるのに・・・、

大学に入った途端に、努力しなくなる・・・。

私はそんな学生だった・・・。

今の大学生の方々には・・・、

524



目次

一生懸命勉強していただきたい・・・。

大学とは・・・、

本当に恵まれた環境なのだから・・・。

そして・・・、

社会に出て・・・、

立派な人物になってほしい・・・。

それはさておき・・・、

あの・・・、

東大理系卒の英語の先生は・・・、

今でも元気でおられるのであろうか・・・？

時々思い出す・・・、

東大理系卒の英語講師のことを・・・。

そして・・・、

刺し身本のことを・・・。

525



目次

古代ギリシャ文明・・・。

子供の頃・・・、

参考書で・・・、

パルテノン神殿を見て以来・・・、

ギリシャに憧れている・・・。

正確に言えば・・・、

古代ギリシャ文明に憧れているというべきか・・・？

哲学・・・、

数学・・・、

建築・・・、

彫刻・・・、

等など・・・。

それで・・・、

ギリシャ語を勉強したり・・・、

哲学を勉強したり・・・、

数学を勉強したり・・・。

しかしながら・・・、

さっぱり理解できない・・・。

526



目次

当然といえば当然のことではあるが・・・。

やはり・・・、

「無知の知」

を唱えたソクラテスは偉大である・・・。

私は・・・、

本当に・・・、

何も知らないし・・・、

何もわからない・・・。

本を読んでも・・・、

考えても・・・、

行動しても・・・、

何もわからない・・・。

ああ・・・、

ソクラテス・・・。

ああ・・・、

古代ギリシャ文明・・・。

527



目次

本を読むとき・・・やたらと・・・タバコを吸う・・・。（ 小
林秀雄も書いている・・・。）

本をよく読む・・・。

一番の楽しみである・・・。

しかしながら・・・、

本を読みながら・・・、

やたらとタバコを吸う・・・。

これはどうしたものか・・・？

そう思う・・・。

ただ・・・、

小林秀雄も・・・、

著書の中で・・・、

「・・・本を読みながら、やたらとタバコを吸う・・・。」

というようなことを書いていた・・・。

本をよく読む人は・・・、

タバコが好きなのであろうか・・・？

いや・・・、

そんなことはあるまい・・・。

528



目次

学生時代・・・帰り道・・・コンビニで・・・。（ 徳永英明さ
んの「レイニー・ブルー」を聴きながら・・・。）

学生時代・・・、

帰り道・・・、

コンビニに寄って・・・、

弁当と、缶コーヒーを買っていた・・・。

そのコンビニで・・・、

毎晩のように・・・、

徳永英明さんの「レイニー・ブルー」が流れていた・・・。

大学卒業後・・・、

そのコンビニには行っていない・・・。

あれから随分と長い年月が経過した・・・。

あのコンビニは・・・、

今でも健在なのであろうか・・・？

時々思い出す・・・、

学生時代に通っていたコンビニのことを・・・。

529



目次

三ツ矢サイダー・・・。

三ツ矢サイダー・・・。

久しぶりに飲んだ・・・。

懐かしい味だ・・・。

子供の頃は・・・、

夏になると・・・、

毎日のように飲んでいた・・・。

三ツ矢サイダー・・・。

懐かしい味・・・。

これからも・・・、

時々飲もう・・・。

530



目次

土いじりをすれば・・・強くなれる・・・。（ 養老先生の著書
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養老先生は・・・、

著書の中で述べておられる・・・。
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毎日毎日、畑仕事をしていたからだと・・・。
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私の祖母は、異様なまでに強かった・・・。

それは・・・、
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強くなるために・・・、

畑仕事に励もう・・・。

大いなる大地に接していれば・・・、
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強くなれるはずである・・・。
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モーツアルトの・・・、

「魔笛」・・・だった。

予習しなかったので・・・、

単位を落とした・・・。

補講で・・・、

その先生の講義を履修した・・・。

予習していったので・・・、

理解できた・・・。

やはり・・・、

予習は大切である・・・・。
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「・・・鳥使いパパゲーノが好きだ・・・。」
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大学卒業後・・・、
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先生は、今でもお元気なのであろうか・・・？

時々思い出す・・・、
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体育で・・・、
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特に・・・、

手押し車・・・。

私は・・・、

二三回ゲロを吐いた・・・。
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535



目次

読書傾向は変わる・・・。

小林秀雄によれば・・・、
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何となく・・・、

そんな気がする・・・。

少なくとも・・・、
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「さよなら」・・・と・・・言うこと・・・。（ 養老孟司先生の
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祖母に・・・、

「さよなら」・・・、

・・・と・・・、
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「さよなら、ひいばあちゃん。」・・・、

「さよなら、ばあちゃん。」・・・、

・・・と・・・。
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そんなことを・・・、
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蝉が・・・鳴いている・・・。

蝉が・・・、
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真夏だ・・・。
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昼も・・・、

夜も・・・、

蝉が・・・、
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嬉しいのか・・・？

悲しいのか・・・？

蝉が・・・、

鳴いている・・・。

夏よ・・・、

早く・・・、

秋と・・・、

交代してくれ・・・。

暑すぎるんだ・・・。
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暑い・・・暑すぎる・・・溶けそうだ・・・。
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暑い・・・。
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もう・・・、

すでに・・・、
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暑い・・・、

暑すぎる・・・。
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早く来てくれ・・・。
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１９７３年のピンボール・・・（ 村上春樹先生の小説・・・。
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友達に勧められて・・・、

村上春樹先生の本を買った・・・。

当時はまだ・・・、

村上先生も・・・、

若手作家の一人・・・、

と言ったところであった・・・。
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「１９７３年のピンボール」だった・・・。

本来なら・・・、

「風の歌を聴け」から読むべきであったのであろうが・・・、
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どっぷりと・・・、
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タフで・・・、

クールで・・・、

都会的で・・・、

お洒落な若者になりたかった・・・。

まあ・・・、

なれなかったけど・・・。

それから・・・、

どういうわけか・・・、

夏になると・・・、

村上先生の本を読みたくなる・・・。

もう一度・・・、

村上先生の・・・、
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読み返してみようかな・・・。
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最近・・・なんか・・・疲れた・・・。
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気力を・・・、
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八大龍王様・・・雨降らせ給え・・・。

暑い・・・、

暑すぎる・・・。
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長雨の時に・・・、

「・・・八大龍王、雨やませ給え・・・」・・・。

と詠んだそうである・・・が・・・、
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「・・・八大龍王様、雨降らせ給え・・・。」

・・・と・・・、

お願いしたい・・・。

不謹慎かもしれないが・・・。
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少しは・・・、

涼しくなる・・・。
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熱帯夜・・・というか・・・もう・・・熱帯より暑い・・・。
（ プリンセスプリンセスを聴きながら・・・。）

日本の夏は・・・、

暑い・・・。

毎年毎年・・・、
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アフリカや・・・、

東南アジアから来られた方が・・・、

「・・・日本の夏は暑い・・・。」
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テレビで・・・、

言っておらた・・・。

もはや・・・、

日本は・・・、

熱帯である・・・。

いや・・・、

むしろ・・・、
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暑いのではあるまいか・・・？

562



目次
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平和とは・・・、
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有り難く・・・、
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中学時代・・・、

いじめにあった・・・。
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夏体み・・・、
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